
論
　
　
説

韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題

木
　
棚
　
照

一

一二
（6）（5）（4）（3）（2）（1）

は
じ
め
に

韓
国
・
北
朝
鮮
、

特
徴

中
国
・
台
湾
の
相
続
法
お
よ
び
家
族
法
の

概
　
観

相
続
人
の
範
囲
、
順
位
お
よ
び
代
襲
相
続
権

相
続
分
・
遺
留
分
・
寄
与
分

相
続
財
産
の
範
囲

遺
産
債
務
の
清
算

相
続
人
不
存
在
の
財
産

三
　
日
本
所
在
す
る
財
産
に
関
す
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
、
在
日

　
　
中
国
・
台
湾
人
の
相
続
準
拠
法
と
そ
の
適
用
に
関
す
る
若
干

　
　
の
問
題

　
①
　
概
　
説

　
③
　
各
国
国
際
私
法
規
定
の
現
状

　
⑥
　
相
続
準
拠
法
の
決
定
と
反
致

　
㈲
　
先
決
問
題
に
関
す
る
学
説
、
判
例
の
対
立

　
㈲
　
法
例
三
三
条
の
公
序
に
よ
っ
て
本
国
法
の
適
用
が
排
除
さ

　
　
　
れ
る
可
能
性

四
　
結
び
に
代
え
て

韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）



早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
こ

二

一
　
は
じ
め
に

　
日
本
社
会
の
国
際
化
に
よ
っ
て
、
金
や
物
だ
け
で
は
な
く
、
人
も
ま
た
国
境
を
越
え
て
移
動
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
多
く

の
日
本
人
が
外
国
で
居
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
外
国
人
が
日
本
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
労
働
の
場
所
や
あ
り
方
に

も
変
化
が
見
ら
れ
、
外
国
を
労
働
の
場
所
と
し
て
選
択
し
、
そ
こ
に
生
活
の
本
拠
を
有
す
る
者
や
老
後
を
外
国
で
生
活
し
よ
う
と
考
え

る
者
も
増
加
し
て
き
た
。
ま
た
、
日
本
で
生
活
す
る
者
で
も
、
外
国
で
事
業
を
営
み
、
外
国
に
財
産
を
有
す
る
者
も
少
な
く
な
い
。
こ

の
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
人
の
死
亡
に
よ
る
相
続
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
、
純
国
内
的
で
は
な
い
、
渉
外
的
要
素
を
含
む
問
題
が

増
加
し
て
く
る
。
こ
れ
は
、
国
際
化
に
伴
う
最
近
の
新
し
い
型
の
国
際
相
続
法
に
関
す
る
問
題
と
い
え
よ
う
。
一
九
八
八
年
に
採
択
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

れ
た
ハ
ー
グ
の
相
続
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
は
、
こ
の
よ
う
な
国
際
相
続
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
は
も
っ
と
古
く
か
ら
、
多
数
発
生
し
て
い
る
国
際
相
続
の
間
題
が
あ
る
。
一
九
四
五
年
八
月
の
第
二
次
世

界
大
戦
終
了
当
時
朝
鮮
、
台
湾
か
ら
任
意
的
に
渡
来
し
、
あ
る
い
は
強
制
的
に
連
行
さ
れ
て
日
本
に
在
住
し
て
い
た
朝
鮮
籍
、
台
湾
籍

の
人
々
は
三
〇
〇
万
人
近
く
に
達
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
多
く
は
戦
後
独
立
し
た
本
国
へ
帰
国
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

種
々
の
理
由
か
ら
約
七
〇
万
余
の
人
々
が
日
本
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
の
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
発
効
に
伴
い
、
平
和
条
約
自
体
に
は
直
接
規
定
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
二
七
年
四
月
一
九

日
民
事
甲
第
四
三
八
号
法
務
府
民
事
局
長
通
達
に
よ
っ
て
、
平
和
条
約
の
合
理
的
解
釈
と
し
て
、
す
べ
て
日
本
国
籍
を
喪
失
す
る
も
の

と
さ
れ
た
。
こ
の
民
事
局
長
通
達
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
問
題
を
民
事
局
長
通
達
で
処
理
し
よ
う
と
し
た
点
ば
か
り
で
は



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
く
、
「
内
地
に
在
住
す
る
者
を
含
め
て
全
て
日
本
国
籍
を
喪
失
す
る
」
と
し
た
点
や
平
和
条
約
発
効
時
ま
で
共
通
法
が
観
念
的
に
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

続
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
平
和
条
約
発
効
当
時
に
お
け
る
戸
籍
を
基
準
に
し
た
点
な
ど
、
内
容
的
に
も
学
説
か
ら
厳
し
く
批
判
さ
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
高
裁
昭
和
三
六
年
四
月
五
日
の
大
法
廷
判
決
（
民
集
一
五
巻
四
号
六
五
七
頁
）
、
最
高
裁
昭
和
三
七

年
一
二
月
五
日
大
法
廷
判
決
（
刑
集
一
六
巻
一
二
号
一
六
六
一
頁
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
台
湾
と
の
関
係
で
は
、
日
華
平
和
条
約
の
発
効
時

で
あ
る
昭
和
二
七
年
八
月
五
日
を
基
準
と
し
た
点
を
除
い
て
ほ
ぼ
前
記
通
達
の
立
場
が
追
認
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
人
々

の
相
続
問
題
は
、
法
例
二
六
条
に
よ
り
被
相
続
人
の
本
国
法
が
適
用
さ
れ
る
渉
外
的
な
問
題
に
な
る
。
第
二
次
大
戦
後
五
〇
年
以
上
が

既
に
経
過
し
、
二
世
、
三
世
の
時
代
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
人
々
を
め
ぐ
る
相
続
問
題
が
増
加
し
、
最
近
の
判
例
な
ど
か
ら
み
て
も
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

務
的
な
重
要
性
が
増
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
】
方
で
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
本
国
法
で
あ
る
韓
国
法
・
北
朝
鮮
法
、
中
国
法
・
台
湾
法
に
つ
い
て
は
法
源
が
整
備
さ
れ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
諸
国
の
法
は
、
比
較
法
的
に
み
て
相
互
に
民
族
の
同
一
性
な
い
し
近
似
性
と
社
会
経
済
体
制
の
近
似
性
が
交
錯
し
、
興

味
あ
る
状
況
に
あ
る
。
他
方
で
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
め
ぐ
る
国
際
相
続
法
上
の
間
題
は
、
分
断
国
家
の
国
民
に
関
す
る
本
国
法
の
決

定
、
反
致
、
公
序
、
相
続
の
先
決
問
題
と
し
て
の
身
分
関
係
な
ど
、
国
際
私
法
独
特
の
法
技
術
の
面
か
ら
み
て
も
共
通
す
る
興
味
あ
る

問
題
が
存
在
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
問
題
を
総
合
的
に
考
察
し
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
わ
た
く
し

は
、
以
前
理
論
上
も
実
務
上
も
多
く
の
問
題
点
を
含
む
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
相
続
を
め
ぐ
る
問
題
の
研
究
を
ま
と
め
た
論
槁
を
書
い

　
　
　
　
　
（
6
）

た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
法
の
制
定
や
改
正
も
あ
り
、
修
正
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
こ
の
際
よ
り
広

い
視
点
か
ら
問
題
を
捉
え
直
し
て
み
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
前
槁
と
の
重
複
を
で
き
る
限
り
避
け
な
が
ら
、
古
く
か

ら
最
も
身
近
に
存
在
す
る
渉
外
的
問
題
で
あ
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
、
在
日
中
国
・
台
湾
人
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
を
相
続
に
焦
点
を
絞

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
二

四

っ
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
1
）
　
木
棚
照
一
『
国
際
相
続
法
の
研
究
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
九
二
頁
以
下
参
照
。

　
（
2
）
　
西
山
国
顕
「
在
日
中
華
民
国
（
台
湾
）
人
の
相
続
法
①
」
戸
籍
時
報
四
二
〇
号
二
頁
参
照
。

　
（
3
）
　
例
え
ば
、
宮
崎
繁
樹
「
放
棄
さ
れ
た
領
土
と
住
民
の
国
籍
」
法
律
論
叢
五
一
巻
一
号
三
七
頁
、
大
沼
保
昭
「
在
日
朝
鮮
人
の
法
的
地
位
に
関
す
る
一

　
　
考
察
（
六
巻
）
」
法
学
協
会
雑
誌
九
七
巻
四
号
五
頁
以
下
参
照
。

　
（
4
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
木
棚
照
一
「
国
籍
法
逐
条
解
説
⑬
」
戸
籍
時
報
四
六
二
号
二
八
頁
以
下
参
照
。
朝
日
新
聞
朝
刊
二
〇
〇
一
年
二
月
九
旦
二
面

　
　
は
、
与
党
一
二
党
の
「
国
籍
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
特
別
永
住
者
の
日
本
国
籍
取
得
要
件
緩
和
策
と
し
て
、
①
許
可
要
件
を
簡
素
化
す
る
②

　
　
届
出
制
に
改
め
る
③
一
旦
日
本
国
籍
を
付
与
し
た
う
え
で
国
籍
を
選
択
さ
せ
る
の
三
案
の
い
ず
れ
か
で
対
応
す
る
方
針
を
決
め
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

　
（
5
）
　
平
成
に
入
っ
て
後
の
最
高
裁
お
よ
び
高
裁
判
決
に
限
っ
て
も
、
中
国
・
台
湾
人
の
相
続
に
関
し
て
は
、
東
京
高
裁
平
成
二
年
六
月
二
八
日
判
決
、
判

　
　
例
時
報
一
三
六
一
号
五
六
頁
、
東
京
高
裁
平
成
二
年
六
月
二
八
日
判
決
（
判
決
裁
判
所
お
よ
び
年
月
日
が
同
じ
で
あ
る
が
前
掲
の
も
の
と
異
な
る
事
件
に

　
　
関
す
る
）
金
融
法
務
事
情
一
二
七
四
号
三
二
頁
、
最
高
裁
平
成
六
年
三
月
八
日
第
三
小
法
廷
判
決
、
民
集
四
八
巻
三
号
八
三
八
頁
、
東
京
高
裁
平
成
一
一

　
　
年
五
月
一
二
日
判
決
、
判
例
時
報
一
六
八
O
号
八
六
頁
が
あ
り
、
韓
国
・
朝
鮮
人
の
相
続
問
題
に
関
し
て
は
、
福
岡
高
裁
平
成
四
年
二
一
月
二
五
日
決

　
　
定
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
二
六
号
二
五
九
頁
、
最
高
裁
平
成
一
二
年
一
月
二
七
日
第
一
小
法
廷
判
決
、
民
集
五
四
巻
一
号
一
頁
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々

　
　
は
、
平
成
三
年
法
律
第
七
一
号
の
「
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
に
関
す
る
特
例
法
」
で
、
一
般
永
住
よ

　
　
り
有
利
な
特
別
永
住
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
人
々
は
、
現
在
約
五
二
万
人
と
い
わ
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
〇
日
毎
日

　
　
新
聞
朝
刊
一
面
参
照
）
。

　
（
6
）
　
木
棚
照
一
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
相
続
を
め
ぐ
る
国
際
私
法
上
の
諸
問
題
」
立
命
館
法
学
二
二
三
・
二
二
四
合
併
号
六
一
二
頁
（
戸
籍
時
報
四
二

　
　
五
号
、
四
二
七
号
、
四
二
九
号
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
う
え
で
転
載
）



二
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
の
相
続
法
お
よ
び
家
族
法
の
特
徴

ω
概
観

　
本
稿
で
扱
う
問
題
を
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
い
ず
れ
も
儒
教
の
影
響
を
強
く
受
け
た
古
く
か
ら
の
中
国
の
法
を
継
受
、
発
展
さ
せ
て
き

た
国
家
な
い
し
地
域
に
関
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
国
家
な
い
し
地
域
の
法
は
、
現
在
の
時
点
で
み
れ
ば
、
類
似
す
る
部
分
も
あ
る

が
、
か
な
り
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
一
見
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
実
際
に
は
異
な
っ
て
い
た
り
、
逆
に
一
見
異
な
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
て
も
実
は
類
似
し
た
点
が
あ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
、
学
問
的
に
深
く
検
討
し
よ
う
と
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
や
そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
社
会
に
つ
い
て
歴
史
的
に
遡
っ
て
概
観
し
、
法
の
継
受
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
現
在
の
わ
た
く
し
に
は
残
念
な
が
ら
手
に
負
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
民
族
的
近
似
性
な
い
し
同
一
性
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
韓
国
と
北
朝
鮮
、
中
国
と
台
湾
を
比
較
す
る
必
要
が
あ
り
、
社
会
経
済
体
制

と
い
う
点
で
は
発
展
途
上
国
か
ら
既
に
脱
し
、
最
近
急
速
に
力
を
つ
け
て
き
た
資
本
主
義
国
で
あ
る
韓
国
と
台
湾
を
、
市
場
経
済
を
現

実
に
導
入
し
、
あ
る
い
は
、
将
来
的
に
は
導
入
す
る
こ
と
を
展
望
し
つ
つ
も
計
画
経
済
体
制
を
維
持
す
る
社
会
主
義
国
の
中
国
と
北
朝

鮮
を
比
較
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
民
族
性
と
社
会
経
済
体
制
の
い
ず
れ
の
比
重
が
よ
り
重
い
か
は
、
法
の
分
野
や
そ
れ
ぞ
れ
の
国

家
な
い
し
地
域
に
よ
っ
て
一
律
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
個
別
的
に
問
題
毎
に
み
る
必
要
が
あ
る
。
敢
え
て
一
般
的
に
い
え

ば
、
相
続
に
つ
い
て
は
社
会
経
済
体
制
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
、
民
族
性
よ
り
も
社
会
経
済
体
制
が
占
め
る
比
重
が
大
き
い
。
そ
れ
に

対
し
、
相
続
の
前
提
を
な
す
家
族
的
身
分
関
係
に
つ
い
て
は
社
会
経
済
体
制
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
族
性
の
要
因
が
強
く
残
っ

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
一
一
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

て
い
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
社
会
経
済
体
制
と
民
族
性
の
両
面
か
ら
こ
れ
ら
の
法
を
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
国
な
い
し
地
域
の
現
行
法
を
検
討
す
る
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
な
い
し
地
域
に
お
け
る
現
行
法
に
至
る
ま

で
の
法
源
の
変
遷
を
概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
た
ん
に
歴
史
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
現
行
法
の
理
解
に
と
っ
て
も
必
要
で

あ
る
と
い
う
点
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
相
続
は
過
去
に
生
じ
た
問
題
が
か
な
り
長
期
間
を
経
て
争
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
被
相
続

人
の
死
亡
時
点
と
の
関
係
で
後
に
述
べ
る
よ
う
な
時
際
法
上
の
問
題
が
生
じ
る
の
で
、
実
際
上
も
こ
の
点
の
言
及
が
不
可
欠
と
な
る
か

ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
①
韓
国
の
家
族
法
・
相
続
法
の
変
遷
は
四
つ
の
時
期
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
時
代
は
、
韓
国
民
法
施
行
前
の
一
九

　
　
六
〇
年
一
月
一
日
前
ま
で
で
あ
り
、
朝
鮮
民
事
令
が
適
用
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
身
分
相
続
の
一
種
で
あ
る
戸
主
相
続
は
、
長
男
の

　
　
独
占
相
続
を
原
則
と
し
た
。
妻
は
子
が
い
な
い
場
合
に
の
み
相
続
権
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
庶
子
は
嫡
出
子
と
相
続
法
上
差

　
　
別
さ
れ
て
い
た
。
遺
言
に
つ
い
て
は
無
方
式
主
義
が
採
ら
れ
て
い
た
。
第
二
の
時
代
は
、
民
法
施
行
後
か
ら
一
九
七
九
年
一
月
一

　
　
日
の
一
九
七
七
年
改
正
法
の
施
行
前
ま
で
で
あ
る
。
民
法
は
祭
祀
相
続
と
戸
主
相
続
を
含
む
身
分
承
継
と
財
産
相
続
を
そ
れ
ぞ
れ

　
　
分
離
し
、
独
立
し
た
も
の
と
さ
れ
た
。
戸
主
相
続
人
は
、
墳
墓
に
関
す
る
比
較
的
広
大
な
土
地
と
族
譜
、
祭
具
を
承
継
し
（
九
六

　
　
六
条
）
、
財
産
相
続
に
つ
い
て
も
相
続
分
に
五
割
の
加
算
が
認
め
ら
れ
た
（
一
〇
〇
九
条
一
項
但
書
）
。
財
産
相
続
に
つ
い
て
は
、
妻

　
　
に
相
続
権
の
ほ
か
代
襲
相
続
権
を
認
め
（
一
〇
〇
三
条
）
、
嫡
出
子
と
婚
外
子
の
相
続
分
の
平
等
が
認
め
ら
れ
た
が
（
一
〇
〇
〇
条

　
　
一
項
、
一
〇
〇
九
条
）
、
他
方
で
、
女
子
の
相
続
分
に
つ
い
て
男
子
の
二
分
の
一
（
一
〇
〇
九
条
一
項
但
書
）
、
家
籍
に
な
い
女
子
に

　
　
つ
い
て
は
四
分
の
一
と
さ
れ
た
（
一
〇
〇
九
条
二
項
）
。
遺
言
に
つ
い
て
要
式
主
義
が
採
ら
れ
た
（
一
〇
六
〇
条
）
。
第
三
の
時
代



　
は
、
一
九
九
〇
年
改
正
法
が
施
行
さ
れ
る
一
九
九
一
年
一
月
一
日
以
前
で
あ
る
。
妻
の
相
続
分
の
五
割
加
算
が
認
め
ら
れ
（
一
〇

　
〇
九
条
三
項
）
、
婚
姻
し
て
い
な
い
女
子
の
相
続
分
を
男
子
と
平
等
に
し
（
一
〇
〇
九
条
二
項
）
、
遺
留
分
制
度
が
新
設
さ
れ
た
（
一

　
一
一
二
条
～
一
一
一
八
条
）
。
第
四
の
時
期
は
、
一
九
九
〇
年
改
正
法
の
施
行
後
の
一
九
九
一
年
一
月
一
日
以
降
で
あ
る
。
戸
主
相

　
続
が
戸
主
承
継
に
変
え
ら
れ
、
相
続
と
別
の
制
度
と
さ
れ
、
戸
主
相
続
人
の
特
権
が
廃
止
さ
れ
た
。
同
一
家
籍
に
な
い
女
子
の
相

　
続
分
を
男
子
と
平
等
と
し
、
寄
与
分
、
特
別
縁
故
者
へ
の
財
産
分
与
の
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
財
産
相
続
人
の
範
囲
を
従

　
来
の
八
親
等
内
の
傍
系
血
族
か
ら
四
親
等
内
の
傍
系
血
族
ま
で
狭
め
た
（
一
〇
〇
〇
条
一
項
四
号
）
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
一
九
八
八
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
憲
法
裁
判
所
は
憲
法
の
守
護
者
と
し
て
、
過
去
一
〇
年
間
果
敢
に
違
憲
決
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
下
し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
憲
法
裁
判
所
は
、
一
九
九
七
年
七
月
一
六
日
の
判
決
で
伝
統
的
な
宗
法
制
度
に
基
礎
を
置
く
同

　
姓
同
本
婚
禁
止
を
定
め
た
民
法
八
〇
九
条
一
項
を
違
憲
と
し
、
一
九
九
八
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
同
条
項
を
立
法
機
関
が
改
正

　
し
な
い
場
合
に
は
、
一
九
九
九
年
一
月
一
二
日
よ
り
効
力
を
失
う
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
こ
の
判
決
以
前
に
も
一
九
九
七
年
三
月

　
二
七
日
の
決
定
に
よ
っ
て
親
子
関
係
否
認
に
関
す
る
除
斥
期
間
に
つ
き
そ
の
出
生
を
知
っ
て
か
ら
一
年
以
内
と
規
定
す
る
民
法
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
四
七
条
一
項
を
家
族
生
活
に
関
す
る
基
本
権
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
、
新
た
に
改
正
さ
れ
る
ま
で
そ
の
適
用
を
中
止
し
た
。
法
務

　
部
は
こ
れ
ら
を
考
慮
し
た
改
正
案
を
作
成
し
、
国
会
に
こ
れ
ま
で
数
回
提
出
し
て
き
た
が
、
儒
林
を
中
心
と
し
た
政
治
勢
力
の
反

　
対
も
あ
り
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
成
立
し
て
い
な
い
。

②
北
朝
鮮
の
家
族
法
・
相
続
法
は
、
一
九
八
二
年
一
二
月
七
日
の
中
央
人
民
委
員
会
政
令
第
二
四
七
号
「
民
法
規
定
（
暫
定
）
」
が

　
発
布
さ
れ
、
一
九
八
六
年
一
月
三
〇
日
に
正
式
に
採
択
さ
れ
る
ま
で
は
、
個
別
的
な
法
令
、
憲
法
を
始
め
と
す
る
一
般
的
な
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
が
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
一
一
月
一
六
日
の
「
北
朝
鮮
で
施
行
さ
れ
る
べ
き
法
令
に
関
す
る
件
」
（
司
法
局
布

　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

告
第
二
号
）
に
よ
っ
て
日
本
の
支
配
の
も
と
で
施
行
さ
れ
た
法
の
効
力
の
喪
失
が
宣
言
さ
れ
た
が
、
「
朝
鮮
民
情
と
条
理
に
符
合

し
な
い
法
令
を
除
き
」
従
来
の
法
令
が
施
行
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
一
九
四
六
年
七
月
三
〇
日
の
北
朝
鮮
臨
時
人
民
委
員
会
決

定
第
五
四
号
「
男
女
同
権
に
関
す
る
法
令
」
に
よ
っ
て
、
離
婚
原
因
や
婚
姻
適
齢
な
ど
に
関
す
る
規
定
と
と
も
に
、
女
性
の
相
続

権
を
男
性
と
平
等
に
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
そ
の
時
々
で
必
要
に
応
じ
て
個
別
的
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
た
と

え
ば
、
一
九
四
九
年
一
一
月
一
五
日
の
「
後
見
人
ま
た
は
補
佐
人
の
選
定
監
督
に
関
し
て
」
（
内
閣
決
定
第
二
三
二
号
）
、
同
年
一

二
旦
三
日
の
「
養
子
縁
組
の
成
立
に
関
し
て
」
（
内
閣
決
定
第
二
入
号
）
、
一
九
五
二
年
七
月
二
六
日
の
「
戦
災
孤
児
に
対
す
る

養
子
縁
組
手
続
に
関
し
て
」
（
内
閣
決
定
一
六
七
号
）
、
一
九
五
六
年
三
月
八
日
の
「
協
議
離
婚
手
続
を
廃
止
し
て
裁
判
離
婚
の
み

に
よ
る
規
定
」
な
ど
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
二
月
一
日
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
民
法
お
よ
び
民
事
訴
訟
法
草
案
を
準
備
す

る
こ
と
に
関
し
て
」
（
内
閣
決
定
第
一
六
号
）
が
発
布
さ
れ
て
、
ソ
連
法
を
参
考
に
し
た
家
族
・
相
続
の
規
定
を
含
む
民
法
草
案

（
以
下
、
五
八
年
民
法
草
案
と
い
う
）
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
採
択
さ
れ
る
に
至
ら
ず
、
暫
定
的
に
こ
れ
を
裁
判
の
基
準
と
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
九
七
二
年
一
二
月
二
七
日
の
共
和
国
社
会
主
義
憲
法
二
四
条
に
よ
っ
て
個
人
所
有
を
「
個

人
的
で
消
費
的
目
的
の
た
め
の
所
有
」
と
定
義
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
付
属
地
経
営
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の
個
人
的
副
業
経
営

で
作
ら
れ
た
生
産
物
も
個
人
所
有
と
し
、
勤
労
者
の
個
人
所
有
を
保
護
し
、
そ
れ
に
対
す
る
相
続
権
を
法
的
に
保
障
す
る
こ
と
を

宣
言
し
た
。
し
か
し
、
「
民
事
規
定
」
が
発
布
さ
れ
る
ま
で
の
北
朝
鮮
の
家
族
法
・
相
続
法
の
全
体
像
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い

な
い
。
民
事
規
定
に
お
い
て
は
第
二
章
「
婚
姻
及
び
家
族
関
係
」
に
関
す
る
一
〇
条
～
二
六
条
に
、
相
続
に
関
す
る
規
定
も
含
ま

れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
正
確
な
内
容
は
極
秘
と
さ
れ
て
い
る
た
め
全
体
と
し
て
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
た

だ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
規
定
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
法
定
相
続
の
ほ
か
遺
言
相
続
が
認
め
ら
れ
、
相
続
財
産



　
は
、
一
つ
の
家
庭
を
成
し
て
生
活
し
て
い
た
家
庭
構
成
員
に
移
転
す
る
が
、
家
庭
構
成
員
が
い
な
い
場
合
に
は
家
族
お
よ
び
近
親

　
に
移
転
す
る
（
二
三
条
）
。
被
相
続
人
を
生
前
に
ひ
ど
く
虐
待
し
た
り
、
意
識
的
に
扶
養
し
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
相
続

　
欠
格
に
な
る
（
二
四
条
）
。
相
続
は
六
箇
月
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
箇
月
が
経
過
し
て
も
相
続
人
が
現
わ
れ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
っ
た
り
、
全
て
の
相
続
人
が
相
続
放
棄
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
財
産
は
国
家
所
有
と
な
る
（
二
五
条
）
。
北
朝
鮮
の
家
族
法
・
相

　
続
法
の
規
定
が
全
体
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
二
四
日
最
高
人
民
会
議
常
設
会
議
が
採
択
し
、
同
年

　
一
二
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
家
族
法
」
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
、
全
五
四
箇
条
か
ら

　
な
り
、
相
続
に
関
す
る
規
定
は
、
四
六
条
～
五
三
条
で
あ
る
。

　
　
家
族
法
は
、
一
九
九
三
年
一
〇
月
二
四
日
最
高
人
民
会
議
常
設
会
議
の
決
定
に
よ
っ
て
部
分
的
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
改
正
法

　
の
う
ち
、
相
続
に
関
し
て
実
質
的
に
重
要
な
の
は
、
相
続
の
期
間
、
期
間
経
過
後
の
相
続
財
産
の
国
庫
帰
属
等
を
定
め
た
五
二
条

　
の
一
項
と
二
項
を
一
項
に
ま
と
め
て
相
続
の
承
認
、
放
棄
期
間
と
し
、
二
項
で
前
項
で
定
め
る
期
間
内
に
相
続
人
が
現
わ
れ
な
か

　
っ
た
場
合
、
裁
判
所
が
利
害
関
係
人
の
申
立
に
よ
り
相
続
の
承
認
・
放
棄
期
間
を
さ
ら
に
六
箇
月
間
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
の
と
し
た
点
で
あ
る
。

③
中
国
で
は
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
以
来
、
独
自
の
相
続
制
度
を
打
ち
た
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
八

　
五
年
四
月
一
〇
日
に
中
華
人
民
共
和
国
主
席
令
第
二
四
号
と
し
て
公
布
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
現
行
相
続
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

　
ま
で
は
相
続
に
関
す
る
単
行
法
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
に
も
一
九
五
〇
年
五
月
一
日
に
公
布
さ
れ
、
同
日
に

　
施
行
さ
れ
た
婚
姻
法
二
一
条
に
は
、
夫
婦
が
互
い
に
遺
産
を
相
続
す
る
権
利
を
有
す
る
旨
規
定
さ
れ
、
一
四
条
に
は
、
父
母
と
子

　
が
互
い
に
遺
産
を
相
続
す
る
権
利
を
有
す
る
旨
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
五
四
年
九
月
二
〇
日
公
布
、
施
行
さ
れ
た
憲
法

　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

二
一
条
は
、
公
民
の
私
有
財
産
の
相
続
権
を
保
護
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
一
九
六
三
年
入
月
二
入
日
最
高
人
民
法
院
は
、

第
一
回
全
国
民
事
裁
判
活
動
会
議
に
「
民
事
政
策
を
徹
底
的
に
執
行
す
る
こ
と
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
の
意
見
」
を
提
出
し

た
。
こ
の
中
に
は
、
離
婚
認
定
の
基
準
、
重
婚
、
売
買
婚
、
軍
人
婚
姻
の
保
護
、
離
婚
に
お
け
る
財
産
お
よ
び
生
活
費
の
扱
い
に

続
い
て
、
相
続
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
被
相
続
人
の
財
産
は
ま
ず
配
偶
者
、
子
、
父
母
が
相
続
し
、
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

偶
者
、
子
、
父
母
が
な
い
と
き
は
兄
弟
が
相
続
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
し
て
い
た
。
一
九
六
六
年
か
ち
の
文
化
大
革
命
が
終

わ
っ
た
後
の
一
九
七
九
年
に
最
高
人
民
法
院
は
、
第
二
回
全
国
民
事
裁
判
活
動
会
議
に
「
民
事
政
策
法
律
を
徹
底
的
に
執
行
す
る

こ
と
に
関
す
る
意
見
」
を
提
出
し
た
。
こ
こ
で
は
相
続
に
つ
い
て
、
第
一
順
位
の
相
続
人
を
配
偶
者
、
子
、
父
母
と
す
る
点
は
六

三
年
の
意
見
と
同
一
で
あ
る
が
、
子
が
既
に
死
亡
し
て
い
た
場
合
の
孫
の
代
襲
相
続
権
を
認
め
て
い
る
。
第
二
順
位
の
相
続
人
と

し
て
祖
父
母
お
よ
び
兄
弟
姉
妹
を
挙
げ
る
が
、
兄
弟
姉
妹
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
場
合
に
は
、
相
続
を
認
め
な
い
こ
と
を
妨
げ

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

な
い
も
の
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
一
順
位
の
相
続
人
間
の
遺
産
分
割
に
あ
た
っ
て
は
、
相
続
人
が
未
成
年
者
ま
た
は
勤
労
無
能

力
者
で
あ
る
か
ど
う
か
、
相
続
人
が
被
相
続
人
に
対
し
て
果
た
し
た
義
務
や
相
続
人
の
勤
労
・
生
活
上
の
需
要
な
ど
を
考
慮
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。
被
相
続
人
を
虐
待
な
い
し
遺
棄
し
た
者
の
相
続
権
を
認
め
な
い
こ
と
が
で
き
る
を
定
め
て
い
た
。

さ
ら
に
、
遺
言
相
続
を
認
め
て
い
た
が
、
そ
れ
が
国
家
政
策
に
違
背
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
未
成
年
者
、
勤
労
無
能
力
者
、
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

活
困
難
者
の
相
続
を
否
定
す
る
よ
う
な
遺
言
を
無
効
と
し
て
い
た
。
一
九
八
四
年
八
月
三
〇
日
に
最
高
人
民
法
院
は
、
第
四
回
全

国
民
事
裁
判
活
動
会
議
に
「
民
事
政
策
法
律
を
徹
底
的
に
執
行
す
る
う
え
で
の
若
干
の
問
題
に
関
す
る
意
見
」
を
提
出
し
た
。
こ

こ
で
は
先
の
意
見
を
全
面
的
に
補
充
し
、
相
続
に
関
す
る
規
定
が
一
九
項
目
に
及
び
、
翌
年
公
布
さ
れ
た
相
続
法
に
近
い
規
定
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

定
め
ら
れ
て
お
り
、
相
続
法
よ
り
具
体
的
な
規
定
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
相
続
法
が
公
布
さ
れ
る
ま
で
は
、



　
最
高
人
民
法
院
が
そ
れ
に
代
わ
る
基
準
を
意
見
と
し
て
提
示
し
て
き
た
が
、
そ
れ
も
法
規
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い

　
え
よ
う
。

④
台
湾
の
家
族
法
・
相
続
法
は
、
一
九
三
〇
年
一
二
月
二
六
日
に
公
布
さ
れ
、
一
九
三
一
年
五
月
五
日
に
施
行
さ
れ
た
中
華
民
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
法
の
親
族
お
よ
び
相
続
編
で
あ
る
。
こ
の
民
法
は
、
～
九
四
五
年
｝
○
月
二
五
日
よ
り
台
湾
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

　
の
親
族
・
相
続
編
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
を
継
受
し
な
が
ら
、
家
族
主
義
的
な
伝
統
的
思
想
と
当
時
の
農
業
を
中
心
と
す
る
社

　
会
を
背
景
に
こ
の
よ
う
な
要
素
を
も
織
り
込
ん
で
立
法
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
相
続
に
関
す
る
規
定
は
、
男
と
女
や
嫡
出
子
と

　
非
嫡
出
子
の
差
別
を
な
く
し
、
配
偶
者
の
相
続
分
を
保
障
す
る
な
ど
の
特
徴
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
経
済
の
発
展
、
交
通
通

　
信
機
関
の
拡
充
、
国
民
の
思
想
観
念
の
変
化
等
に
よ
っ
て
台
湾
社
会
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
改
正
の
必
要
性
が

　
生
じ
て
、
一
九
七
四
年
七
月
か
ら
司
法
行
政
部
（
現
在
の
法
務
部
）
に
民
法
研
究
修
正
委
員
会
が
設
置
さ
れ
改
正
作
業
に
着
手
さ

　
（
2
2
）

　
れ
た
。
一
九
八
五
年
六
月
三
日
改
正
民
法
親
族
編
・
相
続
編
が
公
布
さ
れ
、
施
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
改
正
さ
れ
た
の

　
は
、
旧
法
で
は
原
則
と
し
て
養
子
の
相
続
分
は
実
子
の
二
分
の
一
と
さ
れ
て
い
た
が
（
旧
一
一
四
二
条
二
項
本
文
）
、
こ
れ
を
実
子

　
の
相
続
分
と
平
等
に
し
た
こ
と
、
旧
法
で
は
中
国
で
伝
統
的
に
存
在
し
た
宗
眺
（
ソ
ウ
チ
ョ
）
相
続
の
観
念
と
関
連
し
て
卑
属
お

　
よ
び
実
親
が
い
な
い
者
が
遺
言
で
相
続
人
を
指
定
で
き
る
制
度
が
あ
っ
た
が
（
旧
二
四
三
条
）
、
弊
害
も
多
い
の
で
削
除
さ
れ
た

　
こ
と
、
遺
言
に
よ
る
遺
産
分
割
禁
止
の
制
限
期
間
を
二
〇
年
か
ら
一
〇
年
に
短
縮
し
た
こ
と
（
二
六
五
条
二
項
）
、
旧
法
で
は
相

　
続
人
が
相
続
放
棄
を
す
る
に
は
、
相
続
の
事
実
を
知
っ
て
か
ら
二
箇
月
以
内
に
裁
判
所
、
親
族
会
議
ま
た
は
そ
の
他
の
相
続
人
に

　
書
面
で
意
思
表
示
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
必
ず
裁
判
所
に
対
し
て
意
思
表
示
を
し
た
う
え
で
他
の
相
続
人
に
も

　
通
知
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
（
二
一
七
条
）
、
遺
言
の
方
式
と
し
て
危
急
時
に
認
め
ら
れ
る
口
授
遺
言
の
一
種
と
し
て
新
た

　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
に
録
音
遺
言
を
認
め
た
こ
と
（
一
一
九
五
条
二
号
）
な
ど
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
各
国
の
法
に
変
遷
が
あ
る
の
で
、
何
れ
の
時
期
の
法
を
適
用
す
べ
き
か
と
い
う
時
際
法
上
の
問
題
が
生
じ
る
。
時
際

法
上
の
問
題
も
法
廷
地
国
際
私
法
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
と
す
る
少
数
説
も
あ
る
が
、
わ
が
国
の
通
説
判
例
は
、
相
続
の
よ
う
に
被
相

続
人
の
本
国
法
に
よ
る
べ
き
場
合
に
は
、
被
相
続
人
の
本
国
の
時
際
法
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
国

に
お
け
る
時
際
法
上
の
原
則
を
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
韓
国
民
法
の
時
際
法
規
定
は
、
特
別
な
規
則
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
施
行
前
に
発
生
し
た
事
項
に
も
遡
及
的
に
適
用
さ
れ
る

も
の
と
す
る
（
民
法
附
則
二
条
本
文
）
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
施
行
以
前
に
開
始
さ
れ
た
相
続
に
関
し
て
は
、
こ
の
法
律
施
行
後
も
、
旧

法
を
適
用
す
る
（
同
一
二
条
一
項
）
。
し
た
が
っ
て
、
相
続
の
開
始
が
前
述
の
四
時
期
の
何
れ
に
当
る
か
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
法
が
異

な
る
こ
と
に
な
る
。

　
つ
ぎ
に
、
北
朝
鮮
の
家
族
法
に
は
時
際
法
に
関
す
る
規
定
は
直
接
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
家
族
法
施
行
前
に
開
始
し
た
相
続
に
遡
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
中
国
の
時
際
法
に
あ
た
る
原
則
は
、
一
九
八
五
年
九
月
一
一
日
の
最
高
人
民
法
院
の
「
中
華
人
民
共
和
国
相
続
法
を
徹
底

的
に
執
行
す
る
う
え
で
の
若
干
の
意
見
」
六
四
条
二
項
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
人
民
法
院
は
、
相
続
法
が
発
効
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

以
前
に
既
に
受
理
し
、
発
効
時
に
未
だ
審
決
し
て
い
な
い
相
続
事
案
に
相
続
法
を
適
用
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
原
則

は
、
相
続
法
を
制
定
し
た
人
民
議
会
に
お
い
て
「
同
法
施
行
前
に
開
始
し
た
相
続
に
つ
い
て
は
、
施
行
前
に
既
に
遺
産
が
処
理
さ
れ
て

い
る
場
合
は
改
め
て
処
理
し
な
い
が
、
施
行
時
に
未
処
理
の
場
合
は
同
法
を
適
用
す
る
」
と
既
に
説
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
予
測

さ
れ
た
と
こ
ろ
と
も
い
え
よ
う
。



　
最
後
に
、
台
湾
に
お
け
る
時
際
法
の
規
定
は
、
民
法
相
続
編
施
行
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
同
法
一
条
に
よ
る
と
、
民
法
相
続
編
施

行
前
に
相
続
が
開
始
し
た
場
合
に
は
、
本
施
行
法
に
特
別
な
規
定
が
な
い
限
り
民
法
相
続
編
の
規
定
を
適
用
し
な
い
、
と
さ
れ
、
相
続

法
改
正
前
に
相
続
が
開
始
し
た
場
合
も
本
施
行
法
に
特
別
な
規
定
が
あ
る
と
き
を
除
い
て
、
改
正
後
の
規
定
を
適
用
し
な
い
、
と
さ
れ

　
（
2
6
）

て
い
る
。
ま
た
、
遺
産
分
割
禁
止
の
遺
言
が
改
正
前
に
効
力
を
生
じ
た
場
合
に
、
そ
の
有
効
期
間
の
制
限
に
つ
き
残
余
期
間
を
一
〇
年

に
短
縮
す
る
こ
と
（
四
条
）
な
ど
、
特
別
の
規
定
を
置
く
（
こ
条
ー
一
〇
条
）
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
中
国
法
以
外
は
原
則
と
し
て
新
法
不
遡
及
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
、
台
湾
の
よ
う
に
例
外
を
定

め
る
特
別
規
定
が
か
な
り
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。
以
下
、
相
続
人
の
範
囲
と
順
位
、
相
続
分
・
遺
留
分
・
寄
与
分
、
相

続
財
産
の
範
囲
、
遺
産
債
務
の
処
理
、
相
続
人
の
不
存
在
に
分
け
て
、
現
行
法
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
概
観

は
、
必
ず
し
も
網
羅
的
で
は
な
く
、
極
め
て
粗
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
国
際
私
法
問
題
を
考
え
る
最
小
限
の
基
礎
的
知
識

の
確
認
の
意
味
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

②
　
相
続
人
の
範
囲
、
順
位
お
よ
び
代
襲
相
続
権

　
①
　
韓
　
国

　
財
産
相
続
に
つ
い
て
は
、
被
相
続
人
の
直
系
尊
属
、
直
系
卑
属
、
兄
弟
姉
妹
、
四
親
等
以
内
の
親
族
が
こ
の
順
位
で
相
続
人
に
な
る

（
民
法
一
〇
〇
〇
条
一
項
、
以
下
、
条
文
の
み
を
記
し
た
場
合
は
韓
国
民
法
一
九
九
〇
年
改
正
法
の
条
文
を
意
味
す
る
）
。
同
順
位
の
相
続
人
が

数
人
あ
る
と
き
は
最
近
親
を
先
順
位
と
し
、
同
順
位
の
相
続
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
共
同
相
続
人
に
な
る
（
同
条
二
項
）
。
相
続
人
と

な
る
べ
き
直
系
卑
属
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
が
相
続
開
始
前
に
死
亡
し
た
か
、
相
続
欠
格
者
と
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
者
の
直
系
卑
属
に
代

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

襲
相
続
が
認
め
ら
れ
る
（
一
〇
〇
一
条
）
。
配
偶
者
は
、
直
系
卑
属
と
直
系
尊
属
と
は
共
同
相
続
人
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
者
が
い
な
い
場

合
に
は
、
単
独
相
続
人
に
な
る
（
一
〇
〇
三
条
一
項
）
。
特
徴
的
な
の
は
、
相
続
開
始
前
に
死
亡
し
ま
た
は
相
続
欠
格
と
な
っ
た
者
の
配

偶
者
が
そ
の
者
の
直
系
卑
属
と
と
も
に
同
順
位
で
代
襲
相
続
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
一
〇
〇
三
条
二
項
）
。
こ

の
場
合
に
、
死
亡
し
た
者
の
妻
と
い
う
の
は
、
登
記
に
関
す
る
大
法
院
の
例
規
に
よ
る
と
、
夫
死
亡
後
に
も
、
継
続
し
て
婚
家
と
の
姻

戚
関
係
を
維
持
し
て
い
る
妻
を
意
味
す
る
の
で
、
夫
の
死
亡
後
再
婚
し
た
妻
は
夫
に
代
襲
し
て
相
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
さ
れ

て
い
る
。
戸
主
承
継
を
無
力
化
し
、
形
骸
化
し
な
が
ら
も
存
続
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
墳
墓
等
の
承
継
者
で
あ
る
祭
祀
主
宰
者
（
一
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

八
条
の
三
）
を
戸
主
承
継
人
と
み
る
か
、
現
実
に
主
宰
し
て
い
る
者
と
み
る
か
に
つ
き
争
い
が
あ
る
。

　
②
北
朝
鮮

　
配
偶
者
、
子
、
父
母
が
第
一
順
位
の
相
続
人
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
者
が
い
な
い
と
き
に
は
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
が
第
二
順
位
の
相

続
人
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
者
も
い
な
い
と
き
は
近
い
親
戚
の
順
位
に
よ
っ
て
相
続
す
る
（
家
族
法
四
六
条
、
以
下
、
条
文
の
み
を
記
し
た

場
合
は
、
家
族
法
の
も
の
と
す
る
）
。
民
事
規
定
と
異
な
る
の
は
、
第
一
順
位
を
コ
つ
の
家
庭
を
成
し
て
生
活
す
る
家
族
構
成
員
」
に

限
定
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
子
と
は
、
実
子
お
よ
び
法
定
親
子
関
係
に
あ
る
子
を
い
う
。
実
子
と
は
、
婚
姻
関
係
か
ら
出
生
し
た
か

ど
う
か
を
問
わ
ず
、
血
縁
関
係
の
あ
る
子
を
い
う
（
二
五
条
一
項
、
二
項
）
。
法
定
親
子
関
係
に
は
、
継
親
子
関
係
お
よ
び
養
親
子
関
係

が
含
ま
れ
る
（
二
九
条
一
項
、
三
一
二
条
一
項
）
。
継
父
ま
た
は
継
母
と
継
子
の
関
係
が
生
じ
れ
ば
、
継
子
と
実
父
ま
た
は
実
母
の
関
係
は

な
く
な
り
（
二
九
条
二
項
）
、
養
父
母
と
養
子
の
関
係
が
生
じ
れ
ば
、
そ
れ
以
前
の
父
母
と
の
関
係
は
な
く
な
る
（
三
三
条
二
項
）
。
父
母

に
特
に
被
相
続
人
と
の
同
居
や
労
働
能
力
が
な
い
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
な
い
。
「
近
い
親
戚
」
と
は
、
父
系
ば
か
り
で
は
な
く
母
系

の
親
族
を
含
み
、
一
般
に
「
知
っ
て
い
る
限
り
の
親
戚
で
あ
り
、
実
際
に
は
、
八
親
等
ま
で
た
ど
れ
ば
そ
の
後
は
不
明
で
あ
る
」
と
い



　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

わ
れ
て
い
る
（
一
〇
条
参
照
）
。
相
続
人
が
被
相
続
人
よ
り
先
に
死
亡
し
た
場
合
に
つ
き
の
み
子
の
代
襲
相
続
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
四

九
条
）
。
親
子
の
関
係
が
重
視
さ
れ
、
明
文
上
は
子
に
つ
い
て
の
代
襲
の
み
を
認
め
て
い
る
か
ら
、
再
代
襲
を
認
め
て
は
い
な
い
と
解

さ
れ
る
。
父
母
が
第
一
順
位
の
相
続
人
で
あ
り
、
父
母
が
先
に
死
亡
し
た
と
し
て
も
代
襲
相
続
が
認
め
ら
れ
る
結
果
、
被
相
続
人
の
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

産
は
兄
弟
姉
妹
に
相
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
遺
産
が
分
散
さ
れ
る
結
果
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
③
中
　
国

　
配
偶
者
、
子
、
父
母
が
第
一
順
位
の
相
続
人
で
あ
り
、
兄
弟
姉
妹
、
祖
父
母
、
外
祖
父
母
が
第
二
順
位
の
相
続
人
で
あ
る
（
一
〇
条

一
項
）
。
こ
こ
で
配
偶
者
と
い
う
の
は
、
「
婚
姻
管
理
登
記
条
例
」
が
施
行
さ
れ
る
一
九
九
四
年
二
月
一
日
以
前
は
合
法
的
事
実
婚
の
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

婦
も
含
ま
れ
た
。
現
在
で
は
事
実
婚
は
完
全
に
無
効
と
さ
れ
、
配
偶
者
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
死
亡
し
た
配
偶
者
の
親

に
対
し
て
主
要
な
撫
養
義
務
を
尽
く
し
た
嫁
や
婿
も
第
一
順
位
の
相
続
人
と
な
る
（
一
二
条
）
。
主
要
な
扶
養
義
務
と
い
う
の
は
、
他

の
相
続
人
よ
り
多
く
主
要
な
経
済
的
援
助
や
生
活
扶
助
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
、
長
期
間
の
同
居
が
あ
る
か
、
そ
れ
が
な
く
て

も
、
長
期
的
に
面
倒
を
み
、
家
事
労
働
を
行
う
と
か
、
長
期
に
わ
た
り
経
済
的
に
養
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
子
と
い
う
の
は
、
嫡
出

子
、
非
嫡
出
子
、
養
子
お
よ
び
扶
養
関
係
に
あ
る
継
子
を
含
む
（
一
〇
条
三
項
）
。
ま
た
、
父
母
と
い
う
の
は
、
実
父
母
、
養
父
母
お
よ

び
扶
養
関
係
の
あ
る
継
父
母
を
含
む
（
一
〇
条
四
項
）
。
被
相
続
人
の
子
が
被
相
続
人
よ
り
先
に
死
亡
し
た
場
合
に
、
子
の
直
系
卑
属
の

代
襲
相
続
を
代
位
説
に
よ
っ
て
認
め
て
い
る
（
二
条
）
。
相
続
人
が
被
相
続
人
よ
り
先
に
死
亡
し
た
こ
と
が
唯
一
の
代
襲
原
因
で
あ

り
、
相
続
欠
格
等
他
の
代
襲
原
因
を
認
め
て
い
な
い
。
直
系
卑
属
が
子
に
代
位
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
子
が
相
続
欠
格
な
ど
で
相
続
資

格
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
代
襲
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
二
条
に
よ
っ
て
、
第
一
順
位
の
相
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

人
と
な
っ
た
嫁
や
婿
に
つ
い
て
も
、
そ
の
子
の
代
襲
相
続
が
認
め
ら
れ
る
（
最
高
人
民
法
院
一
九
八
五
年
九
月
一
一
日
意
見
）
。

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
間
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

　
以
上
の
法
定
相
続
人
以
外
の
者
に
も
相
続
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
（
一
四
条
）
。
そ
れ
に
は
つ
ぎ
の
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。
ま
ず
被

相
続
人
の
扶
養
に
頼
っ
て
い
た
労
働
能
力
に
欠
け
る
か
、
生
活
基
盤
の
な
い
者
で
あ
る
。
被
相
続
人
の
扶
養
に
頼
っ
て
い
た
と
い
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

は
、
全
て
の
ま
た
は
主
な
生
活
費
用
を
被
相
続
人
に
頼
る
こ
と
を
い
い
、
一
時
的
な
援
助
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。
判
断
の
基
準
時
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誕
）

被
相
続
人
の
死
亡
時
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
孫
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
祖
母
が
孫
の
相
続
財
産
を
相
続
す
る
場
合
や
長
年
に
わ
た
っ
て
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

に
扶
養
さ
れ
て
き
た
妹
が
兄
の
相
続
財
産
の
分
割
を
受
け
る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
被
相
続
人
の
扶
養
を
相
続
人
で
な
い

の
に
比
較
的
多
く
み
た
者
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
被
相
続
人
に
経
済
的
援
助
を
多
く
行
っ
た
者
、
被
相
続
人
に
生
活
の
扶
助
を
多
く
行

っ
た
者
お
よ
び
被
相
続
人
の
死
亡
前
病
弱
の
期
問
中
面
倒
を
み
た
者
が
含
ま
れ
る
。

　
④
　
台
　
湾

　
配
偶
者
の
ほ
か
、
直
系
卑
属
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
祖
父
母
が
こ
の
順
序
で
相
続
権
を
有
す
る
（
二
三
八
条
）
。
九
八
二
条
に
よ
る

と
、
婚
姻
は
公
開
の
儀
式
と
二
人
以
上
の
証
人
で
成
立
す
る
か
ら
戸
籍
上
婚
姻
登
記
さ
れ
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
も
こ
の
要
件
を
満
た

し
、
配
偶
者
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
婚
姻
登
記
が
あ
る
場
合
に
は
こ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
同
条
二
項
）
。

直
系
卑
属
は
、
子
、
孫
、
會
孫
、
玄
孫
等
を
い
い
、
親
等
の
近
い
者
を
先
順
位
と
す
る
（
二
三
九
条
）
。
相
続
人
と
な
る
子
は
、
嫡
出

子
、
養
子
に
分
け
ら
れ
る
が
、
非
嫡
出
子
は
父
の
認
知
を
得
る
と
嫡
出
子
と
み
な
さ
れ
る
（
一
〇
六
五
条
一
項
）
。
こ
れ
は
撫
育
認
知
を

受
け
た
子
も
同
様
で
あ
る
。
非
嫡
出
子
は
母
と
の
関
係
で
は
分
娩
の
事
実
に
よ
り
嫡
出
子
と
み
な
さ
れ
る
（
一
〇
六
五
条
二
項
）
。
妾
の

子
に
よ
る
妻
の
財
産
の
相
続
、
妻
の
子
に
よ
る
妾
の
財
産
に
つ
い
て
の
相
続
、
前
夫
の
子
に
よ
る
継
父
の
財
産
に
つ
い
て
の
相
続
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

妻
の
子
に
よ
る
継
母
の
財
産
に
つ
い
て
の
相
続
は
、
何
れ
も
認
め
ら
れ
な
い
。
子
が
被
相
続
人
よ
り
先
に
死
亡
し
た
り
、
相
続
権
を
喪

失
し
た
場
合
に
は
代
襲
相
続
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
二
四
〇
条
）
。
代
襲
相
続
の
性
質
に
つ
い
て
は
学
説
が
分
か
れ
る
が
、
固
有
権
説



　
　
　
　
　
（
3
7
）

が
多
数
説
で
あ
る
。
養
子
に
関
す
る
代
襲
相
続
権
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
縁
組
後
に
生
ま
れ
た
養
子
の
子
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

て
は
被
相
続
人
と
の
血
縁
関
係
が
擬
制
さ
れ
る
か
ら
、
代
襲
相
続
権
を
認
め
る
べ
き
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
被
相
続
人
が
生
前

継
続
的
に
扶
養
し
た
者
に
対
し
て
親
族
会
で
遺
産
を
分
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
規
定
が
あ
る
（
二
四
九
条
）
。

　
③
　
相
続
分
・
遺
留
分
・
寄
与
分

　
①
　
韓
　
国

　
同
順
位
相
続
人
間
の
相
続
分
の
平
等
化
が
は
か
ら
れ
た
（
一
〇
〇
九
条
一
項
）
。
戸
主
相
続
人
の
相
続
分
の
加
算
や
同
一
家
籍
に
な
い

女
の
相
続
分
の
差
別
を
廃
止
し
た
。
配
偶
者
の
相
続
分
も
夫
と
妻
で
平
等
に
し
、
直
系
卑
属
、
直
系
尊
属
の
相
続
分
に
五
割
を
加
算
し

た
（
同
条
二
項
）
。
一
九
七
七
年
の
第
五
次
改
正
で
遺
留
分
規
定
が
、
一
九
入
九
年
の
第
六
次
改
正
で
寄
与
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。
遺

留
分
は
、
直
系
卑
属
と
配
偶
者
に
つ
い
て
は
法
定
相
続
分
の
二
分
の
一
、
直
系
尊
属
と
兄
弟
姉
妹
に
つ
い
て
は
法
定
相
続
分
の
三
分
の

一
と
さ
れ
る
（
】
一
一
二
条
）
。
被
相
続
人
の
財
産
の
維
持
ま
た
は
増
加
に
特
別
に
寄
与
し
た
共
同
相
続
人
が
あ
る
場
合
に
は
、
相
続
開

始
時
に
お
け
る
相
続
財
産
の
価
格
か
ら
共
同
相
続
人
が
協
議
し
て
決
め
た
寄
与
分
を
控
除
し
た
も
の
を
相
続
財
産
と
み
て
、
寄
与
者
の

相
続
分
を
本
来
の
相
続
分
に
寄
与
分
を
加
え
た
額
と
す
る
制
度
で
あ
る
（
一
〇
〇
八
条
の
二
）
。
遺
産
分
割
に
お
け
る
実
質
的
公
平
を
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

る
趣
旨
で
あ
る
が
、
未
経
験
の
制
度
で
あ
る
だ
け
に
多
く
の
問
題
が
残
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
②
北
朝
鮮

　
共
和
国
相
続
人
の
相
続
分
は
平
等
と
さ
れ
て
い
る
（
四
七
条
一
項
）
。
遺
留
分
や
寄
与
分
の
規
定
は
な
い
。
し
か
し
、
遺
言
が
遺
言
者

の
扶
養
を
受
け
て
い
た
公
民
の
利
益
を
害
す
る
場
合
に
は
、
利
害
関
係
者
ま
た
は
検
事
の
申
請
に
よ
り
裁
判
所
が
遺
言
を
無
効
に
す
る

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
一
一
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

こ
と
が
で
き
る
（
五
〇
条
）
。
こ
の
点
は
つ
ぎ
に
述
べ
る
中
国
の
必
留
分
制
度
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
③
　
中
　
国

　
同
一
順
位
の
相
続
人
の
相
続
分
は
均
分
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
実
質
的
均
分
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
（
一
三
条
参
照
）
。
ま

ず
、
生
活
に
特
別
な
困
難
が
あ
り
、
か
つ
労
働
能
力
の
な
い
相
続
人
に
つ
い
て
は
遺
産
分
配
の
際
に
考
慮
し
、
相
続
分
を
多
く
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
二
項
）
。
他
の
相
続
人
よ
り
も
被
相
続
人
を
多
く
扶
養
し
た
者
に
遺
産
を
多
く
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
扶

養
の
能
力
や
条
件
が
あ
る
の
に
扶
養
し
な
か
っ
た
り
、
少
な
く
扶
養
し
た
者
は
遺
産
を
分
割
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
少
な
く
分
割
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
（
同
条
二
、
四
項
）
。
通
常
は
主
と
し
て
被
相
続
人
に
対
す
る
扶
養
状
況
を
考
慮
し
て
相
続
分
が
決
定
さ
れ
る
。
労
働
能
力

を
欠
い
て
生
活
の
源
泉
を
有
し
な
い
相
続
人
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
生
活
に
必
要
な
相
続
分
を
保
留
で
き
る
範
囲
（
必
留
分
）
内
で

の
み
遺
言
は
有
効
と
さ
れ
る
（
一
九
条
）
。
必
留
分
の
制
度
は
、
旧
ソ
連
法
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
法
定
相
続
分
と
の
関
係
で
割

合
を
固
定
し
て
お
ら
ず
、
相
続
人
の
生
活
困
窮
の
状
況
に
よ
っ
て
必
留
分
の
割
合
、
額
が
伸
縮
自
在
と
さ
れ
て
い
る
等
中
国
の
実
情
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

合
う
よ
う
改
良
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
柔
軟
な
基
準
は
、
中
国
法
の
優
れ
た
特
徴
と
み
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
固

定
的
な
基
準
が
な
く
、
裁
判
所
に
恣
意
的
な
判
断
の
権
限
を
与
え
る
と
し
て
批
判
し
、
明
確
な
割
合
を
定
め
る
べ
き
こ
と
を
提
案
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

見
解
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
法
定
相
続
人
以
外
の
相
続
人
（
一
四
条
）
の
相
続
分
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
被
相
続
人
の
扶
養
に
頼

っ
て
い
た
労
働
能
力
に
欠
け
る
か
、
生
活
基
盤
の
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
遺
産
分
割
時
に
お
け
る
生
活
需
要
を
基
本
的
に
満
た
す
程
度

を
考
慮
し
て
決
定
す
る
。
こ
れ
は
、
被
相
続
人
に
一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
扶
養
さ
れ
た
労
働
能
力
の
な
い
者
を
相
続
人
と
す
る
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

六
四
年
の
ソ
連
民
法
五
三
二
条
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
相
続
分
の
割
合
、
額
を
伸
縮
自
在
と
し
て
い
る
点
で
中



国
法
独
自
の
特
徴
が
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
法
定
相
続
人
以
外
で
被
相
続
人
を
多
く
扶
養
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
行
っ
た
扶
養
の
状

況
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
。
そ
の
場
合
に
、
こ
の
よ
う
な
者
が
法
定
相
続
人
よ
り
も
多
く
の
遺
産
を
分
割
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。

た
と
え
ば
、
相
続
人
が
勤
務
の
都
合
上
被
相
続
人
の
面
倒
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
隣
人
が
長
期
に
わ
た
っ
て
そ
の
面
倒
を
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

た
場
合
等
の
よ
う
に
事
情
に
よ
っ
て
は
相
続
人
よ
り
多
く
遺
産
を
分
割
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
④
　
台
　
湾

　
同
一
順
位
の
相
続
人
の
相
続
分
は
原
則
と
し
て
均
分
と
さ
れ
て
い
る
（
一
一
四
一
条
）
。
養
子
の
相
続
分
を
嫡
出
子
の
半
分
と
す
る
規

定
が
あ
っ
た
が
、
一
九
八
五
年
改
正
で
削
除
さ
れ
た
。
配
偶
者
の
相
続
分
は
、
直
系
卑
属
と
の
共
同
相
続
で
は
均
分
で
あ
る
が
、
父

母
、
兄
弟
姉
妹
と
の
共
同
相
続
の
場
合
は
二
分
の
一
、
祖
父
母
と
の
共
同
相
続
の
場
合
は
三
分
の
二
と
な
る
（
一
一
四
四
条
）
。
遺
留
分

は
、
直
系
卑
属
父
母
、
配
偶
者
の
場
合
に
は
法
定
相
続
分
の
二
分
の
】
、
兄
弟
姉
妹
、
祖
父
母
の
場
合
に
は
法
定
相
続
分
の
三
分
の
一

で
あ
る
（
ご
三
三
条
）
。
相
続
開
始
前
の
遺
留
分
の
放
棄
は
認
め
ら
れ
な
い
。
寄
与
分
の
規
定
は
な
い
。

㈲
　
相
続
財
産
の
範
囲

①
　
韓
国

　
被
相
続
人
の
一
身
に
専
属
す
る
も
の
を
除
い
て
、
被
相
続
人
の
財
産
に
関
す
る
包
括
的
な
権
利
義
務
が
相
続
財
産
に
な
る
（
一
〇
〇

五
条
）
。
物
権
の
全
部
、
無
体
財
産
権
、
遺
骸
の
所
有
権
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
身
分
法
上
の
原
因
に
よ
る
慰
謝
料
請
求
権
は
相
続
財
産

に
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
慰
謝
料
請
求
権
は
相
続
財
産
に
な
る
。

　
墳
墓
に
属
す
る
一
町
歩
以
内
の
禁
養
林
野
、
六
〇
〇
坪
以
内
の
墓
土
で
あ
る
農
地
、
族
譜
お
よ
び
祭
具
は
相
続
財
産
か
ら
除
か
れ
る

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

（
一
〇
〇
八
条
の
三
）
。
農
地
改
革
法
に
よ
り
自
作
農
で
な
い
者
に
農
地
の
分
配
が
許
さ
れ
な
い
。
韓
国
に
所
在
す
る
農
地
を
外
国
に
居

住
す
る
者
が
相
続
す
る
場
合
に
は
、
韓
国
で
農
業
を
行
っ
て
い
る
者
に
そ
の
農
地
を
売
却
す
る
必
要
が
あ
る
（
大
法
院
一
九
六
八
年
六

月
一
八
日
判
決
、
一
九
六
八
（
タ
）
五
七
三
号
）
。

②
　
北
朝
鮮

　
所
有
権
制
度
と
し
て
、
国
家
所
有
（
民
法
四
四
条
か
ら
五
二
条
）
、
社
会
協
同
団
体
所
有
（
民
法
五
三
条
か
ら
五
七
条
）
の
ほ
か
、
個
人

所
有
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
個
人
所
有
の
財
産
の
う
ち
家
庭
財
産
に
属
し
な
い
個
別
財
産
に
の
み
が
相
続
の
対
象
と
な
る
（
五
条
、
民

法
五
八
条
、
五
九
条
六
一
二
条
）
。
個
人
所
有
の
対
象
と
な
る
の
は
主
と
し
て
生
活
用
品
、
文
化
用
品
、
自
転
車
、
自
動
車
な
ど
個
人
的
な

消
費
の
対
象
と
な
る
物
に
限
ら
れ
る
。
土
地
に
つ
い
て
は
個
人
所
有
は
認
め
ら
れ
な
い
。
土
地
に
対
す
る
使
用
権
や
家
屋
に
対
す
る
所

有
権
に
つ
い
て
個
人
所
有
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
家
庭
財
産
と
解
さ
れ
、
相
続
財
産
に
属
さ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る

（
六
一
条
参
照
）
。
家
庭
財
産
は
家
庭
構
成
員
と
し
て
家
庭
生
活
に
共
同
利
用
す
る
た
め
に
取
得
さ
れ
た
財
産
を
い
い
、
個
別
財
産
は
個

人
が
家
族
構
成
員
と
な
る
以
前
か
ら
有
し
て
い
た
財
産
や
特
定
の
家
庭
構
成
員
の
個
人
的
用
途
に
の
み
使
用
さ
れ
る
財
産
を
い
う
。
預

金
は
個
人
名
義
の
も
の
で
あ
っ
て
も
家
庭
財
産
と
解
さ
れ
、
保
険
金
は
個
別
財
産
と
解
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
家
族
構
成
員
が
国
家
や

社
会
か
ら
受
け
た
褒
賞
品
や
贈
答
品
は
個
別
財
産
と
さ
れ
て
い
る
。
個
人
財
産
を
家
庭
財
産
と
個
別
財
産
に
分
け
、
後
者
の
財
産
に
つ

い
て
の
み
相
続
を
認
め
る
の
は
北
朝
鮮
独
自
の
制
度
と
思
わ
れ
る
。

　
③
　
中
　
国

　
死
亡
時
に
遺
さ
れ
た
個
人
の
適
法
な
財
産
を
い
い
、
次
の
よ
う
な
物
は
含
ま
れ
る
（
三
条
）
。
公
民
の
収
入
、
家
屋
、
貯
蓄
、
生
活

用
品
、
樹
木
、
家
蓄
家
禽
、
文
物
、
図
書
資
料
、
法
律
が
認
め
た
生
産
手
段
、
著
作
権
、
特
許
権
に
含
ま
れ
る
財
産
権
、
そ
の
他
の
適



法
な
財
産
で
あ
る
。
そ
の
他
の
適
法
な
財
産
と
し
て
最
高
人
民
法
院
は
有
価
証
券
や
債
権
等
を
例
示
し
て
い
る
。
中
国
に
所
在
す
る
土

地
に
つ
き
個
人
は
所
有
権
を
持
た
な
い
が
、
使
用
権
を
持
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
宅
地
使
用
権
は
、
七
〇
年
、
そ
の
他
の
土
地

使
用
権
は
四
〇
～
五
〇
年
と
し
、
そ
の
よ
う
な
土
地
使
用
権
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
（
一
九
九
〇
年
五
月
一
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

公
布
・
施
行
の
「
中
華
人
民
共
和
国
城
鎮
国
有
土
地
使
用
権
譲
渡
・
転
譲
暫
行
規
則
」
）
。
し
か
し
、
こ
れ
は
む
し
ろ
例
外
と
い
う
べ
き
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

り
、
公
営
住
宅
の
賃
貸
借
権
や
使
用
貸
借
権
等
は
相
続
財
産
か
ら
除
か
れ
る
。
債
務
も
相
続
さ
れ
る
。

　
夫
婦
が
婚
姻
中
に
取
得
し
た
財
産
は
、
特
別
の
約
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
遺
産
分
割
の
際
に
半
分
を
被
相
続
人
の
配
偶
者
の
所
有

と
し
、
そ
の
残
り
半
分
を
相
続
財
産
と
さ
れ
る
（
二
六
条
）
。
配
偶
者
の
相
続
分
を
実
質
的
に
み
れ
ば
そ
の
限
り
で
増
加
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
。

　
④
　
台
　
湾

　
相
続
で
き
る
の
は
、
被
相
続
人
の
一
身
に
専
属
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
被
相
続
人
の
財
産
上
の
一
切
の
権
利
義
務
と
さ
れ
て
い
る

（
一
一
四
八
条
）
。
特
許
権
、
著
作
権
等
の
知
的
財
産
権
、
物
権
、
債
権
、
人
格
権
侵
害
に
よ
る
も
の
を
除
く
損
害
賠
償
請
求
権
等
で
あ

る
。
占
有
権
に
つ
い
て
は
、
権
利
の
｝
種
か
事
実
関
係
か
に
つ
き
学
説
上
争
い
が
あ
る
が
、
相
続
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
争
い
が

　
（
4
7
）

な
い
。
こ
こ
で
一
身
専
属
権
と
さ
れ
る
の
は
、
父
権
、
親
権
の
よ
う
な
純
粋
に
身
分
的
権
利
、
扶
養
請
求
権
の
よ
う
な
特
定
の
身
分
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

基
礎
と
す
る
財
産
権
、
身
分
権
あ
る
い
は
人
格
権
侵
害
に
よ
る
財
産
的
損
害
賠
償
お
よ
び
慰
謝
料
等
で
あ
る
。

　
婚
姻
当
時
の
夫
婦
の
財
産
、
婚
姻
生
活
中
に
夫
婦
が
取
得
し
た
財
産
は
聯
合
財
産
と
さ
れ
（
一
〇
一
六
条
）
、
婚
姻
当
時
夫
や
妻
が
所

有
し
て
い
た
財
産
は
そ
れ
ぞ
れ
の
原
有
財
産
と
さ
れ
、
死
亡
し
た
場
合
に
も
取
り
戻
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
続
財
産
と
な
る
（
一
〇
二

八
条
、
一
〇
二
九
条
）
。
聯
合
財
産
か
ら
原
有
財
産
等
を
除
き
残
余
財
産
を
均
分
に
分
割
し
、
そ
れ
が
相
続
財
産
と
さ
れ
る
（
一
〇
三
〇

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号

条
の
一
）
。

（
二
〇
〇
一
）

二
二

⑤
　
遺
産
債
務
の
清
算

①
韓
国

　
包
括
承
継
主
義
。
相
続
人
は
相
続
開
始
を
知
っ
て
か
ら
三
箇
月
以
内
に
単
純
承
認
、
限
定
承
認
ま
た
は
放
棄
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
一
〇
一
九
条
一
項
本
文
）
。
但
し
、
こ
の
期
間
は
利
害
関
係
人
ま
た
は
検
事
の
請
求
に
よ
っ
て
家
庭
法
院
が
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
同
条
一
項
但
書
）
。
財
産
分
離
の
制
度
が
あ
る
（
一
〇
四
五
条
か
ら
一
〇
五
二
条
）
。

　
②
北
朝
鮮

　
相
続
の
承
認
、
放
棄
は
相
続
開
始
か
ら
六
箇
月
以
内
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
五
二
条
一
項
）
。
相
続
を
承
認
し
た
相
続
人

は
、
相
続
し
た
財
産
の
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
被
相
続
人
の
債
務
に
つ
き
責
任
を
負
う
（
五
一
条
）
。
債
務
の
清
算
手
続
は
整
備
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
③
　
中
　
国

　
相
続
人
は
、
被
相
続
人
の
納
付
す
べ
き
税
金
及
び
債
務
に
つ
き
、
遺
産
の
実
際
価
値
を
限
度
と
と
し
て
完
済
す
べ
き
で
あ
る
。
相
続

人
は
自
由
意
思
で
遺
産
の
実
際
価
値
を
超
え
て
弁
済
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
三
三
条
一
項
）
。
限
定
承
継
主
義
を
と
る
に
も
か
か
わ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

ず
、
債
務
の
清
算
手
続
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
八
五
年
九
月
二
日
の
最
高
人
民
法
院
の
「
意
見
」
六
一
条
に
よ
れ
ば
、
労
働

能
力
を
欠
い
て
生
活
の
源
泉
を
有
し
な
い
相
続
人
に
対
す
る
給
付
が
遺
産
債
務
の
弁
済
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
相
続
人
が
い
る
場
合
に
は
、
た
と
え
相
続
財
産
が
債
務
の
完
済
に
足
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
相
続
人
に
あ
る
程
度
の
財
産



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

を
保
留
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
「
意
見
」
四
九
条
に
よ
れ
ば
、
相
続
人
が
扶
養
義
務
を
果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
は
無
限
定
の
弁
済
責
任
を
負
う
。

　
④
　
台
　
湾

　
包
括
承
継
主
義
が
採
ら
れ
、
遺
産
債
務
に
対
し
相
続
人
全
員
の
連
帯
責
任
と
さ
れ
て
い
る
（
一
一
五
三
条
）
。
し
か
し
、
芸
術
家
や
作

家
の
作
為
義
務
の
よ
う
に
被
相
続
人
の
人
格
と
結
合
し
た
義
務
、
身
分
保
障
、
信
用
保
証
等
被
相
続
人
と
第
三
者
の
特
別
の
信
頼
関
係

を
前
提
と
し
た
債
務
、
扶
養
義
務
の
よ
う
に
一
定
の
親
族
関
係
を
基
礎
と
し
た
債
務
は
｝
身
専
属
的
な
債
務
と
し
て
相
続
さ
れ
る
こ
と

　
（
51）

は
な
い
。
相
続
人
は
、
相
続
開
始
の
時
か
ら
三
箇
月
以
内
に
遺
産
目
録
を
作
成
し
、
法
院
に
届
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
限
定
相
続
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
一
一
五
六
条
一
項
）
。
相
続
放
棄
を
す
る
と
き
は
、
自
己
の
た
め
の
相
続
開
始
を
知
っ
た
と
き
か
ら
二
箇
月
以
内
に

書
面
で
法
院
に
対
し
て
行
い
、
か
つ
、
書
面
に
よ
っ
て
そ
の
放
棄
に
よ
っ
て
相
続
す
べ
き
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
一
七

四
条
）
。

　
⑥
　
相
続
人
不
存
在
の
財
産

　
①
　
韓
　
国

　
相
続
人
捜
索
の
公
告
（
一
〇
五
七
条
）
と
特
別
縁
故
者
に
対
す
る
財
産
分
与
の
制
度
（
一
〇
五
七
条
の
二
）
が
あ
る
。
相
続
人
の
な
い

財
産
の
清
算
に
関
す
る
一
〇
五
六
条
の
期
間
中
に
相
続
権
を
主
張
す
る
者
が
な
い
と
き
は
、
家
庭
法
院
は
、
被
相
続
人
の
療
養
看
護
し

た
者
、
そ
の
他
被
相
続
人
と
特
別
に
縁
故
の
あ
っ
た
者
の
請
求
に
よ
り
相
続
財
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
分
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
す
る
（
一
〇
五
七
条
の
二
）
。
日
本
民
法
の
規
定
（
九
五
八
条
の
三
）
と
類
似
す
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
日
本
民
法
で
は
相
続
人
捜
索

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

の
公
告
期
間
満
了
後
三
箇
月
以
内
に
請
求
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
同
条
二
項
）
の
に
対
し
、
相
続
人
の
な
い
財
産
の
清
算

期
間
満
了
後
二
箇
月
と
な
っ
て
お
り
、
請
求
期
間
が
か
な
り
短
く
な
っ
て
い
る
点
に
注
意
を
要
す
る
。
も
っ
と
も
、
相
続
人
捜
索
の
公

告
期
間
満
了
後
か
ら
期
間
を
計
算
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て
、
改
正
案
で
は
そ
の
点
の
改
正
も
含
ん
で
い
る
。

　
②
　
北
朝
鮮

　
相
続
開
始
か
ら
六
箇
月
以
内
に
相
続
人
が
現
わ
れ
な
か
っ
た
か
、
全
て
の
相
続
人
が
放
棄
し
た
場
合
に
は
、
遺
産
は
国
庫
に
帰
属
す

る
（
五
二
条
一
項
）
。
一
九
九
三
年
九
月
二
三
日
の
改
正
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
は
利
害
関
係
人
の
申
請
に
も
と
づ
き
承
認
・
放
棄
期
間
を

さ
ら
に
六
箇
月
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
五
二
条
二
項
V
旨
の
規
定
が
追
加
さ
れ
た
。
特
別
縁
故
者
制
度
は
な
い
。

　
③
　
中
　
国

　
相
続
す
る
人
が
存
在
せ
ず
、
遺
贈
を
受
け
る
人
も
な
い
財
産
は
、
国
家
所
有
に
な
る
が
、
被
相
続
人
が
生
前
に
集
団
所
有
制
組
織
の

構
成
員
で
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
所
属
し
て
い
た
集
団
所
有
制
組
織
の
所
有
に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
（
三
二
条
）
。
わ
が
国
の
よ
う
に

相
続
人
の
不
存
在
を
要
件
と
す
る
特
別
縁
故
者
制
度
は
な
い
が
、
相
続
人
以
外
の
被
相
続
人
の
扶
養
を
比
較
的
多
く
引
受
け
た
者
に
対

し
て
適
当
な
財
産
を
分
配
で
き
る
こ
と
を
定
め
た
相
続
法
一
四
条
の
規
定
を
相
続
人
不
存
在
の
場
合
に
も
適
用
で
き
る
。
一
九
入
五
年

九
月
一
一
日
の
最
高
人
民
法
院
「
『
中
華
人
民
共
和
国
相
続
法
』
の
徹
底
的
執
行
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
に
対
す
る
意
見
」
五
七
条

に
よ
る
と
、
相
続
法
一
四
条
に
規
定
さ
れ
た
遺
産
の
分
配
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
遺
産
を
要
求
す
る
場
合
に
は
、
人
民
法
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

は
、
そ
の
者
の
状
況
を
考
慮
し
て
遺
産
を
分
配
す
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　
④
　
台
　
湾

　
親
族
会
議
に
よ
る
一
箇
月
以
内
の
遺
産
管
理
人
選
任
の
手
続
と
裁
判
所
へ
の
報
告
（
二
七
七
条
）
、
裁
判
所
に
よ
る
六
箇
月
以
上
の



期
間
を
定
め
た
公
示
催
告
手
続
（
二
七
八
条
）
を
経
た
後
、
遺
産
債
務
を
弁
済
し
、
遺
贈
物
を
給
付
し
た
う
え
で
、
残
余
財
産
が
あ

れ
ば
、
国
庫
に
帰
属
す
る
（
二
八
五
条
）
。
公
示
催
告
期
間
内
に
相
続
を
承
認
す
る
相
続
人
が
あ
る
と
き
は
、
承
認
前
に
遺
産
管
理
人

が
し
た
職
務
上
の
行
為
は
相
続
人
の
代
理
人
が
し
た
も
の
と
み
な
す
（
二
八
四
条
）
。
特
別
縁
故
者
の
制
度
は
な
い
。

（
7
）
　
韓
国
高
麗
大
学
名
誉
教
授
で
早
稲
田
大
学
客
員
教
授
の
崔
達
坤
先
生
は
こ
の
点
を
指
摘
さ
れ
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
る
。

（
8
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
木
棚
・
前
掲
立
命
館
法
学
論
文
六
二
七
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
金
容
旭
「
韓
国
改
正
相
続
法
の
特
徴
と
若
干
の
問
題
点

　
（
上
）
」
戸
籍
時
報
四
〇
二
号
三
頁
以
下
参
照
。

（
9
）
　
崔
公
雄
「
韓
国
家
族
法
と
国
際
私
法
問
題
」
国
際
私
法
年
報
一
号
（
信
山
社
、
一
九
九
九
年
）
一
二
一
頁
参
照
。

（
1
0
）
　
こ
れ
ら
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
崔
・
前
掲
論
文
一
二
二
頁
以
下
参
照
。
こ
の
他
、
九
八
年
改
正
案
作
成
後
に
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
憲
法
裁
判

所
一
九
九
八
年
入
月
二
七
日
判
決
が
あ
る
。
こ
の
判
決
に
よ
る
と
、
民
法
一
〇
一
九
条
が
相
続
の
限
定
承
認
、
放
棄
の
で
き
る
期
間
を
相
続
開
始
が
あ
っ

　
た
日
か
ら
三
箇
月
以
内
と
し
、
一
〇
二
六
条
が
こ
の
期
間
内
に
限
定
承
認
、
放
棄
を
し
な
い
場
合
に
は
、
単
純
承
認
し
た
も
の
と
み
な
し
て
い
る
の
は
、

財
産
権
と
私
的
自
治
権
を
保
障
し
た
憲
法
に
違
反
す
る
と
さ
れ
、
一
九
九
九
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
改
正
し
な
い
場
合
に
は
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
日
よ

　り

効
力
を
失
う
と
さ
れ
た
。

（
1
1
）
　
以
下
の
記
述
は
、
一
九
九
九
年
一
一
月
一
三
～
一
四
日
の
「
定
住
外
国
人
と
家
族
法
研
究
会
」
に
お
け
る
大
内
憲
昭
「
北
朝
鮮
の
民
法
・
家
族
法
の

変
遷
」
報
告
の
レ
ジ
ュ
メ
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
大
内
憲
昭
『
朝
鮮
社
会
主
義
法
の
研
究
』
（
八
千
代
出
版
、
一
九
九
四
年
）
二
三
七
頁
以
下
参
照
。

（
1
3
）
　
大
内
憲
昭
『
法
律
か
ら
み
た
北
朝
鮮
の
社
会
』
（
明
石
書
店
、
一
九
九
五
年
）
二
一
八
頁
以
下
参
照
。

（
1
4
）
　
中
国
に
お
け
る
相
続
法
に
関
す
る
法
源
形
成
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
賢
『
現
代
中
国
相
続
法
の
原
理
』
（
成
文
堂
、
一
九
九
二
年
）
三
一
頁
以

下
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
ほ
か
、
王
家
福
H
乾
昭
三
”
甲
斐
道
太
郎
編
『
現
代
中
国
民
法
論
』
（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
一
年
）
一
七

九
頁
以
下
、
劉
素
蓉
主
編
『
承
継
法
』
（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
一
九
入
入
年
）
八
五
頁
以
下
、
陳
宇
澄
「
中
国
家
族
法
の
特
徴
－
相
続
法
を
中
心

　
に
」
戸
籍
時
報
四
五
五
号
三
九
頁
以
下
等
を
参
照
し
た
。

（
1
5
）
　
鈴
木
・
前
掲
書
三
七
頁
以
下
に
よ
る
と
、
一
九
五
四
年
一
二
月
二
一
日
に
最
高
人
民
法
院
は
「
相
続
案
件
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
関
す
る
意

　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）

二
六

見
」
を
出
し
、
第
一
順
位
か
ら
第
三
順
位
ま
で
の
法
定
相
続
人
、
同
一
順
位
の
相
続
人
間
の
遺
産
分
割
原
則
、
遺
産
分
割
に
当
り
生
産
活
動
に
悪
影
響
を

与
え
な
い
に
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

婚
姻
法
の
規
定
を
裁
判
所
で
実
質
的
に
適
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
み
る

（
1
6
）
　
陳
・
前
掲
論
文
三
九
頁
参
照
。
鈴
木
・
前
掲
書
三
八
頁
に
よ
る
と
、

財
産
の
処
理
、
債
務
の
承
継
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　　　20　19　18　17

湾＿一＿＿〉

　
あ
く
ま
で
法
院
内
部
の
参
考
意
見
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
憲
法
や

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
遺
産
分
割
方
法
、
相
続
欠
格
、
遺
言
の
制
限
、
相
続
人
不
存
在
の

陳
・
前
掲
論
文
三
九
頁
参
照
。

劉
・
前
掲
書
八
六
頁
参
照
。

鈴
木
・
前
掲
書
三
八
頁
、
陳
・
前
掲
論
文
四
〇
頁
参
照
。

台
湾
相
続
法
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
戴
炎
輝
H
戴
東
雄
『
中
国
承
継
法
』

の
民
法
親
属
（
族
）
相
続
編
の
改
正
」
法
学
（
東
北
大
学
）
五
〇
巻
五
号
一
（
三
民
書
局
、
一
九
九
六
年
）
一
二
頁
以
下
、
劉
得
寛
「
中
華
民
国
く
台

一
一
三
頁
以
下
、
黄
宗
楽
「
台
湾
に
お
け
る
家
族
法
の
変
遷
と
課
題
」
戸

籍
時
報
四
六
二
号
二
頁
以
下
等
を
参
照
し
た
。

26　25　24　23　22　21

黄
・
前
掲
論
文
三
頁
参
照
。

劉
・
前
掲
論
文
二
二
一
一
頁
、
黄
・
前
掲
論
文
八
頁
参
照
。

戴
・
前
掲
（
注
2
0
）
書
一
四
頁
以
下
、
黄
・
前
掲
論
文
一
一
頁
以
下
、
劉
・
前
掲
論
文
二
四
六
百
ハ
以
下
参
照
。

大
内
憲
昭
教
授
に
よ
る
と
、
北
朝
鮮
で
は
特
別
の
規
定
が
な
い
場
合
に
は
法
は
即
日
施
行
さ
れ
、
遡
及
効
を
有
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
と
い
う
。

陳
・
前
掲
論
文
四
一
頁
参
照
。

黄
・
前
掲
論
文
三
頁
以
下
は
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
五
日
に
中
華
民
国
民
法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
の
日
本
時
代
の
慣
習
法
と
の
適
用

関
係
に
つ
い
て
も
同
様
な
原
則
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
2
7
）
金
・
前
掲
論
文
一
〇
頁
参
照
。
韓
国
に
お
い
て
は
祭
祀
財
産
が
多
く
な
り
、
こ
れ
に
関
す
る
紛
争
が
生
じ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
祭
祀
承
継
人
を

戸
主
承
継
人
と
さ
れ
る
の
は
、
朴
乗
濠
「
戸
主
制
q
攣
革
周
諸
問
題
」
金
容
漢
教
授
還
甲
記
念
論
文
集
『
民
事
法
學
円
諸
問
題
』
（
博
英
社
、
一
九
九
〇

年
）
一
八
三
頁
以
下
、
改
正
法
の
文
言
が
明
ら
か
に
変
わ
り
、
戸
主
の
本
質
が
戸
籍
編
成
上
の
技
術
的
存
在
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
祭
祀
主
宰
者

を
祭
祀
を
現
実
に
主
宰
し
て
い
る
者
と
解
す
る
の
は
、
金
疇
珠
『
親
族
相
続
法
』
（
法
文
社
、
一
九
九
一
年
）
四
〇
四
頁
以
下
、
五
二
四
頁
以
下
で
あ
る
。

（
2
8
）
　
大
内
・
前
掲
（
注
1
3
）
書
二
一
七
頁
参
照
。



（
2
9
）
　
木
棚
照
一
「
日
本
の
国
際
私
法
か
ら
み
た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
家
族
法
の
問
題
点
」
定
住
外
国
人
と
家
族
法
研
究
会
編

家
族
法
W
』
（
自
主
出
版
、
】
九
九
三
年
）
四
一
頁
参
照
。

38　37　36　35　34　33　32　31　30
例
上
こ
れ
を
肯
定
す
る
も
の

（
3
9
）
　
た
場
合
に
も
寄
与
分
を
認
め
る
べ
き
か
、

　
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

47　46　45　44　43　42　41　40

『
定
住
外
国
人
と

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
岩
井
伸
晃
「
中
華
人
民
共
和
国
の
家
族
法
及
び
関
係
諸
制
度
の
概
要
（
下
）
」
民
事
月
報
五
一
巻
一
〇
号
二
七
頁
以
下
参
照
。

崔
清
蘭
H
康
靖
編
著
『
承
継
法
案
例
詳
説
』
（
群
衆
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
九
六
頁
以
下
参
照
。

宗
宙
慶
『
承
継
法
的
逐
条
与
適
用
』
（
長
征
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
一
三
九
頁
参
照
。

劉
素
薄
・
前
掲
（
注
1
4
）
書
二
『
九
頁
参
照
。

崔
目
康
・
前
掲
書
二
五
頁

崔
口
康
・
前
掲
書
一
ニ
ハ
頁

戴
・
前
掲
（
注
2
0
）
書
三
九
頁
以
下
参
照
。

戴
・
前
掲
書
五
六
頁
以
下
、
劉
得
寛
・
前
掲
（
注
2
0
）
論
文
二
五
三
頁
参
照
。

戴
・
前
掲
書
五
九
頁
以
下
、
劉
得
寛
・
前
掲
論
文
二
五
一
頁
以
下
参
照
。
養
子
が
代
襲
相
続
人
と
し
て
の
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
法
院
四
五
年
釈
字
第
七
〇
号
）
と
否
定
す
る
も
の
（
司
法
院
二
四
年
字
第
一
三
八
二
号
）
が
対
立
す
る
。

金
容
漢
「
韓
国
に
お
け
る
家
族
法
の
変
遷
と
特
色
（
上
）
」
戸
籍
時
報
四
五
七
号
二
三
頁
参
照
。
た
と
え
ば
、
扶
養
義
務
者
が
被
相
続
人
を
扶
養
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遺
留
分
を
算
定
す
る
際
に
法
的
相
続
分
を
基
礎
に
し
て
算
定
す
る
か
、
寄
与
分
も
考
慮
し
て
算
定
す
る
か
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
容
旭
「
韓
国
改
正
相
続
法
と
若
干
の
問
題
点
（
下
）
」
戸
籍
時
報
四
〇
三
号
一
九
頁
参
照
）
。

崔
達
坤
『
北
韓
民
法
q
研
究
』
（
槽
な
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
三
三
五
頁
参
照
。

鈴
木
・
前
掲
（
注
M
）
書
二
四
三
頁
参
照
。

鈴
木
・
前
掲
書
二
四
四
頁
以
下
参
照
。

劉
素
蔀
・
前
掲
書
二
二
〇
頁
参
照
。

崔
H
康
・
前
掲
書
ご
二
頁
参
照
。

陳
・
前
掲
（
注
1
4
V
論
文
四
二
頁
参
照
。

劉
素
蔀
・
前
掲
書
一
五
六
頁
参
照
。

戴
・
前
掲
書
一
一
〇
頁
参
照
。

韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）

（
4
8
）
　
戴
・
前
掲
書
二
一
頁
参
照
。

（
弱
）
　
陳
・
前
掲
論
文
四
三
頁
参
照
。

（
5
0
）
　
劉
素
薄
・
前
掲
書
三
九
九
頁
参
照
。

（
5
1
）
　
戴
・
二
三
頁
参
照
。

（
52
）
　
梁
文
書
日
黄
赤
東
主
編
『
婚
姻
牧
養
継
承
法
及
配
套
規
定
新
釈
新
解
』

　
二
八
一
頁
参
照
。

二
八

（
中
国
民
主
法
制
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
　
二
三
五
頁
、
鈴
木
・
前
掲
書

三

日
本
所
在
す
る
財
産
に
関
す
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
、

在
日
中
国
・
台
湾
人
の
相
続
準
拠
法
と
そ
の
適
用
に
関
す
る
若
干
の
問
題

　
①
概
説

　
こ
れ
ま
で
概
観
し
て
き
た
実
質
法
の
特
徴
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
以
下
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
等
の
わ
が
国
の
法
律
実
務
家
が
最
も

多
く
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
、
在
日
中
国
去
・
湾
人
を
め
ぐ
る
若
干
の
相
続
問
題
を
国
際
私
法
の
観
点
か
ら
論
じ
て

み
る
こ
と
に
し
た
い
。
わ
た
く
し
が
主
と
し
て
念
頭
に
置
く
の
は
、
戦
前
か
ら
日
本
に
居
住
し
た
か
、
少
な
く
と
も
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
平
和
条
約
発
効
時
に
日
本
に
居
住
し
た
者
ま
た
は
そ
の
子
孫
の
よ
う
に
日
本
に
永
住
権
を
持
っ
て
居
住
す
る
人
々
の
相
続
問
題
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
被
相
続
人
と
す
る
相
続
の
準
拠
法
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
本
国
法
を
決
定
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
問
題
に
本
格
的
に
取
り
組
も
う
と
す
れ
ば
、
歴
史
的
な
考
察
を
前
提
と
し
て
、
未
承
認
国
家
法
の
準
拠
法
と
し
て
の
適
格

性
、
分
断
国
家
の
国
民
の
本
国
法
の
決
定
に
関
す
る
理
論
的
検
討
と
具
体
的
な
決
定
基
準
、
実
効
的
で
な
い
国
籍
の
理
論
を
法
例
の
解



釈
論
と
し
て
持
ち
こ
む
こ
と
の
可
否
な
ど
検
討
す
べ
き
問
題
点
は
少
な
く
な
い
。
わ
た
く
し
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ

　
　
（
5
3
）

と
が
あ
り
、
紙
面
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
し
た
い
。
結
論
的
に
の
み
述
べ
る
と
す
れ
ば
、

被
相
続
人
の
本
籍
、
出
身
地
、
近
親
者
の
居
住
地
な
ど
の
客
観
的
要
素
だ
け
で
は
な
く
、
被
相
続
人
の
日
常
的
な
活
動
や
所
属
団
体
な

ど
か
ら
推
測
で
き
る
帰
属
意
思
の
よ
う
な
主
観
的
要
素
を
も
考
慮
し
て
、
被
相
続
人
が
何
れ
の
法
域
に
よ
り
密
接
な
関
連
性
を
有
し
て

い
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
本
国
法
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
よ
う
に
し
て
、
被
相
続
人
の
本
国
法
が
決
定
し
た
と
す
れ
ば
、
前
章
で
概
観
し
た
そ
の
国
の
実
質
法
を
適
用
し
て
結
論
と
し
て

ど
う
な
る
か
を
決
定
す
れ
ば
よ
い
と
言
え
そ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
そ
う
単
純
に
言
え
な
い
国
際
私
法
上
の
問
題
が
残
さ
れ
る
。
ま

ず
、
法
律
関
係
の
性
質
決
定
と
の
関
係
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
章
で
み
た
①
～
㈲
の
う
ち
、
ど
の
よ
う
な
間
題
が
法
例
二
六
条
の
相
続

に
包
摂
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
㈲
の
相
続
人
不
存
在
が
確
定
し
た
後
の
財
産
の
処
理
に
つ
い
て
は
法
例
二
六
条
に
も
法
例
一

〇
条
に
も
よ
る
べ
き
問
題
で
は
な
く
、
条
理
に
よ
り
財
産
所
在
地
法
に
よ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
み
る
の
が
わ
が
国
の
通
説
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
被
相
続
人
と
の
人
的
関
係
を
重
視
し
て
被
相
続
人
の
当
事
者
の
利
益
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
相
続
問
題
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

も
性
質
を
異
に
し
、
無
主
物
先
占
の
よ
う
な
個
別
的
な
財
産
の
物
権
帰
属
問
題
と
も
性
質
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ

の
う
ち
特
別
縁
故
者
へ
の
財
産
の
分
与
に
つ
い
て
は
、
内
縁
の
妻
や
事
実
上
の
養
子
の
よ
う
に
被
相
続
人
と
人
的
関
係
あ
る
者
へ
の
財

産
の
移
転
で
あ
る
の
で
、
相
続
に
近
い
性
質
を
も
つ
も
の
と
み
て
、
相
続
準
拠
法
に
よ
る
べ
き
と
す
る
有
力
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
特

別
縁
故
者
と
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
被
相
続
人
と
特
別
の
人
的
関
係
に
あ
る
人
に
限
ら
れ
ず
、
た
ん
に
被
相
続
人
に
親
切
に
世
話
を

し
た
り
、
被
相
続
人
と
親
し
か
っ
た
だ
け
の
隣
人
、
被
相
続
人
の
入
所
し
て
い
た
施
設
や
病
院
が
所
属
す
る
法
人
や
被
相
続
人
の
所
属

し
て
い
た
宗
教
法
人
な
ど
も
含
ま
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
特
別
縁
故
者
へ
の
財
産
分
与
は
、
相
続
人
不
存
在
の
財
産
処
理
の
一
環
と

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

し
て
、
裁
判
所
の
裁
量
で
財
産
を
分
与
す
る
制
度
で
あ
り
、
相
続
と
性
質
を
異
に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
別
縁
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
55
）

者
の
問
題
を
含
め
て
相
続
人
不
存
在
の
財
産
の
処
理
は
条
理
に
よ
り
決
定
す
べ
き
法
律
関
係
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
、
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
56
）

理
と
し
て
財
産
所
在
地
法
に
よ
る
と
す
る
の
は
原
則
と
し
て
み
れ
ば
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
国
内
に
所
在
す
る
財
産
を
信
頼
し
て
身
寄
り

の
な
い
者
と
取
引
を
し
た
内
国
債
権
者
を
保
護
し
た
り
、
こ
の
よ
う
な
者
を
世
話
し
た
内
国
に
居
住
す
る
者
を
保
護
す
る
に
適
す
る
か

ら
で
あ
る
。
㈲
の
遺
産
債
務
の
処
理
に
つ
い
て
も
、
遺
産
の
管
理
・
清
算
行
為
の
属
地
的
性
質
か
ら
み
て
法
例
二
六
条
の
相
続
か
ら
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
57
）

外
し
て
条
理
に
よ
り
財
産
所
在
地
法
に
よ
る
べ
き
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
確
か
に
、
中
国
や
北
朝
鮮
の
相
続
法
の
よ
う
に
、
遺
産
債
務

の
弁
済
を
積
極
財
産
の
限
度
に
限
り
な
が
ら
、
遺
産
の
管
理
・
清
算
手
続
が
完
備
し
て
い
な
い
点
を
考
え
れ
ば
、
一
見
、
こ
の
見
解
に

よ
る
ほ
う
が
妥
当
な
結
論
を
導
く
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
解
釈
論
と
し
て
無
理
が
あ
り
、
新
た
な
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
58
）

題
点
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
問
題
の
相
続
に
属
す
る
と
み
な
が
ら
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
よ
う
に
反
致
に
よ
っ
て

解
決
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。

　
本
章
で
は
、
ω
～
㈲
の
問
題
が
法
例
二
六
条
の
相
続
に
属
し
、
被
相
続
人
の
本
国
法
が
決
定
し
た
こ
と
を
前
提
に
し
た
う
え
で
、
さ

ら
に
国
際
私
法
上
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
か
を
で
き
る
限
り
具
体
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
の
際
、
検
討
す
べ
き
で
あ
る
の

は
、
被
相
続
人
の
本
国
の
国
際
私
法
規
定
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
つ
ま
り
、
法
例
三
二
条
の
反
致
と
先
決
問
題
で
あ
り
、
つ

ぎ
に
準
拠
法
適
用
結
果
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
法
例
三
三
条
の
公
序
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
前
提
と
し
て
各
国
の
国
際
私
法
の
法
源

に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。



　
②
　
各
国
国
際
私
法
規
定
の
現
状

①
韓
国

　
一
九
六
二
年
一
月
一
五
日
に
法
律
第
九
六
六
号
と
し
て
公
布
、
施
行
さ
れ
た
大
韓
国
民
国
渉
外
私
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
渉
外
私

法
は
、
総
則
、
民
事
に
関
す
る
規
定
、
商
事
に
関
す
る
規
定
の
三
章
、
四
七
箇
条
か
ら
な
る
。
属
人
法
に
つ
い
て
は
、
本
国
法
主
義
が

採
ら
れ
、
相
続
に
つ
い
て
は
二
六
条
で
被
相
続
人
の
本
国
法
主
義
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
が
で
き
る
ま
で
は
日
本
の
法
例
が
施

行
さ
れ
て
い
た
（
附
則
②
）
。
な
お
、
韓
国
の
国
際
私
法
は
一
九
九
九
年
六
月
か
ら
法
務
部
に
渉
外
私
法
改
正
研
究
班
が
設
置
さ
れ
、

現
在
改
正
作
業
中
で
あ
る
。
最
近
の
情
報
に
よ
る
と
、
既
に
改
正
草
案
に
つ
い
て
同
年
一
一
月
二
一
二
日
に
公
聴
会
が
行
わ
れ
、
同
月
二

五
日
に
は
韓
国
国
際
私
法
学
会
年
次
総
会
で
の
集
中
的
な
検
討
を
経
て
、
近
日
中
に
国
会
へ
法
案
が
提
出
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
段
階
で
は
、
法
律
と
し
て
成
立
し
て
お
ら
な
い
の
で
、
渉
外
私
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

　
②
　
北
朝
鮮

　
一
九
九
〇
年
一
〇
月
二
四
日
、
最
高
人
民
会
議
常
設
会
議
決
定
第
五
号
と
し
て
採
択
さ
れ
、
同
年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
家

族
法
が
で
き
る
ま
で
、
国
際
私
法
に
関
連
す
る
規
定
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
個
別
的
法
令
の
中
に
関
連
す
る
規
定
が
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
れ
ら
は
秘
密
と
さ
れ
、
公
開
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
実
際
上
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
家
族
法
に
は
、
付
帯
決

定
第
三
項
で
本
法
は
「
他
の
国
で
永
住
権
を
取
得
し
て
生
活
す
る
朝
鮮
公
民
に
は
適
用
し
な
い
」
と
す
る
条
項
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

こ
の
条
項
を
国
際
私
法
か
ら
み
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
は
別
の
機
会
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
結
論
の
み
を
述
べ
る

と
、
在
日
朝
鮮
人
の
う
ち
、
本
国
法
を
北
朝
鮮
法
と
す
る
人
々
の
日
本
に
所
在
す
る
財
産
の
相
続
に
つ
い
て
は
こ
の
条
項
か
ら
反
致
に

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

よ
っ
て
日
本
法
を
適
用
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
九
月
六
日
の
最
高
人
民
会
議
常
設
会
議
決
定
第
六
二
号
と
し
て

採
択
さ
れ
、
同
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
対
外
民
事
関
係
法
は
、
五
章
、
六
二
箇
条
か
ら
な
り
、
国
際
民
事
訴
訟
法
の
規
定
を
も
含
む

国
際
私
法
典
で
あ
る
。
相
続
に
つ
い
て
は
、
四
五
条
一
項
で
、
不
動
産
相
続
に
つ
い
て
は
不
動
産
所
在
地
法
を
、
動
産
相
続
に
つ
い
て

は
被
相
続
人
の
本
国
法
を
適
用
す
る
が
、
し
か
し
、
外
国
に
住
所
を
有
す
る
公
民
の
動
産
相
続
に
つ
い
て
は
被
相
続
人
の
住
所
を
有
し

て
い
た
国
の
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
対
外
民
事
関
係
法
は
、
一
九
九
八
年
一
二
月
一
〇
日
に
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
政
令

第
二
五
一
号
に
よ
っ
て
、
文
言
自
体
や
そ
の
解
釈
に
疑
義
の
あ
っ
た
若
干
の
点
に
つ
い
て
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
四
五
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

一
項
に
つ
い
て
は
、
被
相
続
人
が
「
最
後
に
」
住
所
を
有
し
て
い
た
国
の
法
と
さ
れ
た
。

　
③
　
中
　
国

　
国
際
私
法
に
関
す
る
一
般
法
は
、
一
九
八
六
年
四
月
二
一
日
公
布
、
一
九
八
七
年
一
月
一
日
施
行
の
民
法
通
則
一
四
二
条
～
一
五
〇

条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
相
続
に
つ
い
て
は
一
四
九
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
釈
に
関
連
し
て
、
一
九
入
八
年
一
月
二
六
日
の

最
高
人
民
法
院
の
民
法
通
則
を
徹
底
的
に
執
行
す
る
こ
と
に
関
す
る
意
見
が
あ
り
、
七
の
一
七
八
条
か
ら
一
九
五
条
ま
で
が
抵
触
規
定

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
相
続
法
の
三
六
条
に
も
相
続
に
関
す
る
抵
触
規
定
が

あ
る
。
一
九
九
三
年
の
中
国
国
際
私
法
研
究
会
の
年
会
に
お
け
る
決
定
に
基
づ
き
「
中
華
人
民
共
和
国
国
際
私
法
」
が
モ
デ
ル
法
（
示

範
法
）
と
し
て
起
草
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
規
定
を
含
む
、
全
五
章
、
一
六
五
箇
条
か
ら
な
る
第
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

次
草
案
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　
④
　
台
　
湾

　
一
九
五
三
年
六
月
六
日
公
布
、
同
日
施
行
の
渉
外
民
事
法
律
適
用
法
は
、
三
一
箇
条
か
ら
な
る
同
国
の
国
際
私
法
典
で
あ
る
。
そ
れ



以
前
は
、
一
九
二
七
年
の
国
民
政
府
令
に
よ
っ
て
援
用
し
た
法
律
適
用
条
例
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。
法
律
適
用
条
例
は
、
日
本
の
法
例

に
範
を
と
っ
て
立
法
さ
れ
、
一
九
一
八
年
入
月
六
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
た
七
章
、
二
七
箇
条
か
ら
な
る
中
国
に
お
け
る
最
初
の
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
62
）

私
法
典
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

⑧
　
相
続
準
拠
法
の
決
定
と
反
致

①
被
相
続
人
の
本
国
法
が
韓
国
法
や
台
湾
法
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
国
の
国
際
私
法
に
よ
る
と
被
相
続
人
の
死
亡

　
当
時
の
本
国
法
が
相
続
準
拠
法
に
な
る
か
ら
（
韓
二
六
条
、
台
二
二
条
本
文
）
、
法
例
三
二
条
の
反
致
が
成
立
す
る
こ
と
は
生
じ
る

　
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
台
湾
の
国
際
私
法
に
つ
い
て
は
、
二
二
条
に
但
書
が
あ
り
、
台
湾
に
所
在
す
る
遺
産
に
つ
い
て
は
、
台
湾

　
法
に
よ
っ
て
中
華
民
国
（
台
湾
）
の
国
民
が
相
続
人
に
な
る
と
き
は
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
、
相
続
人
が
内
国
民

　
で
あ
る
場
合
に
関
す
る
特
別
の
保
護
規
定
を
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
二
三
条
に
相
続
人
不
存
在
の
財
産
に
つ
き
特
別
の
規
定
を
置

　
い
て
お
り
、
台
湾
に
所
在
す
る
本
国
法
に
よ
る
と
相
続
人
の
な
い
外
国
人
の
財
産
に
つ
い
て
は
台
湾
法
で
処
理
す
る
こ
と
を
規
定

　
す
る
。

②
反
致
が
問
題
と
な
る
の
は
、
被
相
続
人
の
本
国
法
が
北
朝
鮮
法
や
中
国
法
に
な
る
場
合
で
あ
る
。
北
朝
鮮
対
外
民
事
関
係
法
四

　
五
条
一
項
に
よ
る
と
、
相
続
分
割
主
義
が
と
ら
れ
、
不
動
産
相
続
に
つ
い
て
は
不
動
産
所
在
地
法
、
動
産
相
続
に
つ
い
て
は
被
相
続

　
人
の
本
国
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
外
国
に
住
所
を
有
す
る
北
朝
鮮
の
国
民
に
つ
い
て
は
住
所
地
法
に
よ
る
と

　
す
る
。
ま
た
、
中
国
の
民
法
通
則
一
四
九
条
、
相
続
法
三
九
条
に
よ
る
と
、
不
動
産
に
つ
い
て
は
不
動
産
所
在
地
法
に
よ
り
、
動

　
産
相
続
に
つ
い
て
は
死
亡
当
時
の
被
相
続
人
の
住
所
地
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
に
住
所
を
有
す
る
被
相
続

　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

人
が
北
朝
鮮
法
や
中
国
法
を
本
国
法
と
し
、
相
続
の
対
象
と
な
る
不
動
産
が
日
本
に
所
在
す
る
場
合
に
は
、
不
動
産
相
続
に
つ
い

て
も
動
産
相
続
に
つ
い
て
も
反
致
に
よ
っ
て
日
本
法
が
準
拠
法
と
な
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
に
お
け
る
学

説
と
し
て
は
、
反
致
に
理
論
的
に
も
実
際
的
に
も
根
拠
が
な
い
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
見
解
か
ら
、
で
き
る

限
り
反
致
を
認
め
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
り
得
る
。
法
例
二
六
条
の
採
る
相
続
統
一
主
義
の
趣
旨
を
で
き
る
限
り
貫
徹
す
る
た
め

に
、
遺
産
と
し
て
動
産
と
不
動
産
が
あ
る
場
合
に
、
わ
が
国
に
所
在
す
る
不
動
産
の
み
に
つ
き
部
分
的
に
反
致
を
認
め
る
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
63
）

は
な
い
と
い
う
主
張
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
北
朝
鮮
に
つ
い
て
は
、
対
外
民
事
関
係
法
四
五
条
一
項
に
よ
っ
て
相
続
準
拠
法
と
し
て

日
本
法
が
指
定
さ
れ
る
よ
う
に
み
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
同
法
一
四
条
一
項
に
よ
っ
て
反
致
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

あ
り
、
二
重
反
致
が
成
立
す
る
か
ら
、
結
局
相
続
に
つ
い
て
は
北
朝
鮮
法
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
と
の
見
解
が
あ
る
。

　
確
か
に
、
平
成
元
年
の
法
例
改
正
の
際
に
も
学
会
で
は
反
致
規
定
を
削
除
す
べ
き
と
す
る
意
見
が
有
力
で
あ
っ
た
し
、
純
理
論

的
に
考
え
れ
ば
、
反
致
に
十
分
な
根
拠
が
あ
る
と
は
い
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
実
に
反
致
に
関
す
る
三
二
条
の
規
定

は
残
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
規
定
で
明
文
で
定
め
ら
れ
る
以
外
の
制
限
は
で
き
る
限
り
な
く
す
る
こ
と
が
予
測
可
能
性
の
確
保
の

点
か
ら
も
望
ま
し
い
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
実
際
的
に
み
て
、
中
国
や
北
朝
鮮
の
よ
う
に
な
お
社
会
主
義
を
基

礎
と
す
る
法
制
を
堅
持
し
よ
う
と
す
る
国
を
本
国
法
と
す
る
人
々
の
相
続
問
題
を
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
日
本
に
所
在
す
る
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

産
に
つ
い
て
は
日
本
法
へ
の
反
致
を
認
め
る
方
が
社
会
経
済
体
制
の
相
違
を
調
整
し
、
妥
当
な
結
論
を
導
き
得
る
。
お
そ
ら
く
そ

れ
ら
の
国
の
立
場
か
ら
み
て
も
、
資
本
主
義
経
済
体
制
の
も
と
で
定
住
す
る
在
外
国
民
の
財
産
権
や
生
存
権
の
保
護
の
観
点
か

ら
、
わ
が
国
の
法
へ
の
反
致
を
認
め
た
日
本
の
法
的
処
理
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
判
決
の
国
際
的
調

和
も
保
つ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
敢
え
て
反
致
を
制
限
・
否
定
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
反
致
を
制



　
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
続
統
一
主
義
を
貰
徹
し
よ
う
と
す
る
見
解
は
日
本
で
も
ド
イ
ツ
で
も
必
ず
し
も
支
持
さ
れ
て
お
ら
な

　
い
。
少
な
く
と
も
、
中
国
法
や
北
朝
鮮
法
が
相
続
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
在
日
の
中
国
人
や
朝
鮮
人
の
相
続
間
題
を
考
え
る

　
限
り
は
、
相
続
財
産
の
殆
ど
が
日
本
に
集
中
す
る
場
合
が
通
常
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
相
続
統
一
主
義
と
矛
盾
し
、
不
都
合
を

　
生
じ
る
こ
と
に
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
北
朝
鮮
法
が
被
相
続
人
の
本
国
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る

　
場
合
に
二
重
反
致
を
認
め
よ
う
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
も
、
賛
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
確
か
に
、
二
重
反
致
を
肯
定
す
る
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

　
力
な
学
説
が
存
在
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
二
重
反
致
は
、
反
致
の
反
致
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
本
来
の
反
致
の
機
能
で

　
あ
る
国
際
私
法
の
消
極
的
抵
触
の
解
決
を
超
え
て
、
積
極
的
抵
触
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
比
較
法
的
に
み
て
も
、
反
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

　
を
積
極
的
に
評
価
す
る
の
が
最
近
の
国
際
的
立
法
動
向
で
あ
る
が
、
二
重
反
致
を
認
め
る
方
向
に
は
な
い
。
北
朝
鮮
の
対
外
民
事

　
関
係
法
一
四
条
の
解
釈
と
し
て
も
、
法
例
三
二
条
の
反
致
規
定
ま
で
考
慮
す
れ
ば
日
本
法
か
ら
の
反
致
が
な
い
と
解
す
る
余
地
も

　
あ
り
、
北
朝
鮮
法
上
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
採
ら
れ
る
か
ど
う
か
明
確
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
、
二
重
反
致
を
全
面
的

　
に
否
定
す
る
見
解
に
立
た
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ま
で
、
二
重
反
致
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

③
わ
た
く
し
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
被
相
続
人
の
本
国
法
が
北
朝
鮮
法
や
中
国
法
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
常
に
反

　
致
が
成
立
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
北
朝
鮮
の
対
外
民
事
関
係
法
は
一
九
九
五
年
九
月
六
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ

　
れ
以
前
に
開
始
さ
れ
た
相
続
に
は
適
用
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
中
国
の
相
続
法
に
つ
い
て
も
類
似
の
問
題
が
生
じ
る
。
ま
た
、

　
被
相
続
人
が
日
本
以
外
の
外
国
で
不
動
産
を
所
有
し
た
場
合
も
日
本
法
へ
の
反
致
は
成
立
し
な
い
。

　
　
北
朝
鮮
お
い
て
は
対
外
民
事
関
係
法
施
行
前
に
は
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
一
日
施
行
の
家
族
法
に
の
付
帯
決
議
第
三
項
が
あ
っ

　
た
。
こ
れ
は
、
「
他
の
国
で
永
住
権
を
取
得
し
て
暮
ら
す
朝
鮮
公
民
に
は
」
こ
の
家
族
法
を
適
用
し
な
い
。
と
す
る
規
定
で
あ
っ

　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

た
。
こ
の
規
定
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
議
論
の
余
地
が
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
社
会
経
済
体
制
を
異

に
す
る
日
本
で
永
住
権
を
取
得
し
て
生
活
す
る
在
日
朝
鮮
人
に
つ
い
て
は
、
家
族
法
の
相
続
規
定
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
は
こ
れ

ら
の
者
が
被
相
続
人
と
な
る
日
本
所
在
の
財
産
に
つ
い
て
の
相
続
に
関
し
て
は
日
本
法
に
よ
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
と
解
す
る
こ

　
　
　
（
6
8
）

と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
家
族
法
施
行
前
に
開
始
し
た
相
続
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
日
本
法
へ
の
反
致
は
認
め
ら
れ
な

い
。　

中
国
の
相
続
法
三
六
条
の
解
釈
と
の
関
係
で
、
一
九
七
六
年
一
一
月
三
日
上
海
市
で
死
亡
し
た
中
国
人
が
日
本
に
遺
し
た
不
動

産
の
相
続
に
つ
き
上
海
上
級
人
民
法
院
発
給
の
夫
と
子
供
四
人
を
相
続
人
と
す
る
旨
の
相
続
権
証
明
書
が
あ
っ
て
も
そ
の
内
容
に

疑
問
が
あ
る
か
ら
そ
れ
に
基
づ
く
遺
産
協
議
の
効
力
を
直
ち
に
認
め
に
く
い
と
し
て
、
相
続
法
が
発
効
し
た
時
点
に
お
い
て
未
処

理
で
あ
っ
た
と
し
て
、
相
続
法
三
六
条
、
法
例
旧
二
九
条
に
よ
っ
て
反
致
を
認
め
た
最
高
平
成
六
年
三
月
八
日
第
三
小
法
廷
判

決
、
判
例
時
報
一
四
九
三
号
七
一
頁
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
中
国
相
続
法
の
解
釈
と
の
関
係
で
批
判
す

　
　
　
　
（
6
9
）

る
学
説
が
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
る
と
、
中
国
相
続
法
の
経
過
規
定
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
五
年
九
月
二
日
の
最
高
人
民
法
院

の
「
相
続
法
を
徹
底
的
に
執
行
す
る
す
る
こ
と
に
関
す
る
若
干
の
問
題
の
意
見
」
六
四
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
相
続
法
が
発
効
す
る

以
前
に
受
理
し
未
だ
審
結
し
て
い
な
い
相
続
事
案
に
は
相
続
法
を
適
用
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
件
第
一
審
は
、
相
続
法
の

発
効
前
で
あ
る
一
九
八
三
年
に
受
理
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
一
九
八
七
年
に
控
訴
さ
れ
た
か
ら
、
本
件
口
頭
弁
論
終
結
時
に
は

相
続
法
施
行
後
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
、
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
相
続
法
発
効
の
時
点
で
は
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

だ
審
結
し
て
い
な
い
か
ら
、
中
国
相
続
法
が
適
用
さ
れ
、
日
本
法
に
反
致
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
中
国
法
の
解
釈
と
し
て

は
、
こ
の
よ
う
に
解
し
、
あ
く
ま
で
事
件
の
審
結
の
時
点
を
基
準
と
す
る
の
が
お
そ
ら
く
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



　
㈲
　
先
決
問
題
に
関
す
る
学
説
、
判
例
の
対
立

　
①
　
相
続
の
準
拠
法
上
被
相
続
人
の
妻
、
養
子
、
非
嫡
出
子
の
よ
う
な
一
定
の
身
分
関
係
を
も
っ
て
い
る
者
に
相
続
権
を
保
障
す
る

　
　
場
合
に
、
あ
る
人
が
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
問
題
（
国
鋤
后
昏
甜
ρ
本
問
題
）
を
解
決
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
、

　
　
そ
の
人
が
そ
の
よ
う
な
身
分
関
係
を
も
つ
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
身
分
関
係
が
相
続
と
独
立
し
た

　
　
渉
外
的
な
単
位
法
律
関
係
を
成
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
先
決
問
題
（
＜
o
昏
禮
の
）
と
い
う
。
先
決
問
題
に
関
す
る
わ
が
国

　
　
の
学
説
、
判
例
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
対
立
し
て
い
る
。
一
方
で
、
準
拠
法
説
を
採
り
、
本
問
題
の
準
拠
法
所
属
国
の
国
際
私
法
に
よ

　
　
っ
て
指
定
さ
れ
た
準
拠
法
で
先
決
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
判
例
（
東
京
高
裁
昭
和
五
四
年
七
月
三
日
判
決
、
判
例
時
報
九
三
九

　
　
号
三
七
頁
以
下
を
は
じ
め
、
東
京
控
判
明
治
四
三
年
一
二
月
二
六
日
法
律
新
聞
七
〇
〇
号
二
二
頁
以
下
、
大
阪
地
判
平
成
二
年
一
二
月
六
日

　
　
判
例
時
報
九
三
九
号
三
七
頁
以
下
）
が
あ
る
。
他
方
で
、
法
廷
地
法
説
を
採
り
、
法
廷
地
国
際
私
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
準
拠
法

　
　
で
先
決
間
題
を
解
決
し
た
と
み
ら
れ
る
判
例
（
東
京
地
裁
昭
和
四
八
年
四
月
二
六
日
判
決
、
判
例
時
報
七
二
一
号
六
六
頁
以
下
、
渉
外

　
　
判
例
百
選
［
第
三
版
］
三
八
頁
は
じ
め
多
数
の
判
例
）
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
近
時
の
学
説
は
、
先
決
問
題
の
概
念
を
厳
密
に
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
一
律
に
い
ず
れ
か
の
説
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
具
体
的
に
問
題
の
性
質
に
応
じ
て
い
ず
れ
に
よ
る
べ
き
か
を
決
定
す
る
折
衷
説
を
と
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
法
廷
地

法
説
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
国
際
私
法
上
の
利
益
衡
量
な
ど
に
よ
っ
て
準
拠
法
説
に
よ
る
べ
き
例
外
的
な
場
合
だ
け
準
拠
法
説
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
71
）

見
解
が
有
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
は
、
先
決
問
題
を
部
分
問
題
や
先
行
問
題
と
厳
密
に
区
別
し
た
う
え
で
、
準
拠
法
説
を

原
則
と
し
な
が
ら
、
反
致
と
同
様
に
外
国
国
際
私
法
を
考
慮
す
る
場
合
に
は
利
益
衡
量
に
よ
っ
て
そ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
72
）

す
る
視
点
か
ら
、
例
外
的
に
法
廷
地
法
説
に
よ
る
べ
き
と
考
え
た
。
し
か
し
、
最
近
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
型
国
際
私
法
を
前
提
と
す
る
以

上
、
準
拠
法
説
を
理
論
的
に
成
り
立
ち
得
な
い
も
の
と
み
て
、
そ
も
そ
も
先
決
問
題
は
存
在
し
な
い
と
す
る
有
力
な
見
解
が
主
張
さ
れ

　
（
7
3
）

て
い
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
当
然
法
廷
地
国
際
私
法
の
立
場
か
ら
各
単
位
法
律
関
係
毎
に
準
拠
法
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
学
説
の
影
響
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
最
高
裁
平
成
二
一
年
一
月
二
七
日
第
一
小
法
廷
判
決
は
、
韓
国
人
で
あ
る

被
相
続
人
が
残
し
た
不
動
産
に
関
す
る
相
続
の
先
決
問
題
と
し
て
、
嫡
母
庶
子
関
係
と
継
母
子
関
係
の
存
否
が
問
題
と
な
っ
た
事
例

で
、
「
渉
外
的
な
法
律
関
係
に
お
い
て
、
あ
る
一
つ
の
法
律
関
係
（
本
問
題
）
を
解
決
す
る
た
め
に
ま
ず
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不

可
欠
の
前
提
間
題
が
あ
り
、
そ
の
前
提
問
題
が
国
際
私
法
上
本
問
題
と
別
個
の
法
律
関
係
を
構
成
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
前
提
間
題

は
、
本
問
題
の
準
拠
法
に
よ
る
の
で
も
、
本
問
題
の
準
拠
法
が
所
属
す
る
国
の
国
際
私
法
が
指
定
す
る
準
拠
法
に
よ
る
の
で
も
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
74
）

法
廷
地
で
あ
る
わ
が
国
の
国
際
私
法
に
よ
り
定
ま
る
準
拠
法
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
。
こ
れ
は
、
先
決
問
題
に
つ
き

最
高
裁
が
明
示
的
に
示
し
た
最
初
の
判
断
で
あ
り
、
法
廷
地
法
説
を
支
持
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
廷

地
で
あ
る
日
本
の
法
例
旧
一
七
条
、
一
入
条
、
二
二
条
と
本
問
題
の
準
拠
法
所
属
国
の
渉
外
私
法
一
九
条
、
二
〇
条
、
二
四
条
は
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

同
様
の
内
容
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
解
釈
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
上
告
人
も
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
問
題
の
準
拠
法
所
属

国
の
国
際
私
法
が
法
廷
地
国
際
私
法
の
指
定
す
る
準
拠
法
と
異
な
る
法
秩
序
を
指
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
準
拠
法
説
に
よ
っ

て
も
法
廷
地
法
説
に
よ
っ
て
も
指
定
さ
れ
る
準
拠
実
質
法
が
異
な
ら
な
い
事
例
に
関
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
真
の
先
決
間
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
76
）

に
関
す
る
判
断
と
は
言
い
得
な
い
。
判
例
が
あ
く
ま
で
具
体
的
な
紛
争
に
関
す
る
判
断
で
あ
る
点
に
意
義
を
有
す
る
と
す
れ
ば
、
実
質

的
に
は
、
原
審
が
お
そ
ら
く
前
提
と
し
た
で
あ
ろ
う
本
問
題
の
準
拠
実
質
法
に
よ
る
見
解
を
否
定
す
る
こ
と
の
他
、
特
別
の
意
義
を
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。



　
も
っ
と
も
、
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
最
高
裁
が
採
ら
な
い
と
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
故
本
問
題
の
準
拠
法
所
属
国
の
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

私
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
準
拠
法
説
の
方
に
説
明
義
務
が
生
じ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
点
に
つ
い

て
も
う
一
度
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
先
決
問
題
は
本
問
題
の
準
拠
法
適
用
段
階
で
は
じ
め
て
生
じ
る
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
相
続
準
拠
法
が
あ
る
外
国
法
に
決
定
し
た
段
階
で
誰
が
相
続
人
と
な
る
か
を
含
め
て
そ
の
法
に
委
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
外

国
相
続
準
拠
法
に
よ
っ
て
配
偶
者
、
養
子
、
非
嫡
出
子
等
が
相
続
人
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
あ
る
者
が
配
偶
者
に
当
る
か
ど
う

か
、
養
子
と
し
て
の
身
分
が
成
立
す
る
ど
う
か
、
非
嫡
出
親
子
関
係
が
成
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
相
続
の
解
決
の
前
提
と
し
て
問

題
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
前
提
と
な
る
身
分
関
係
が
本
間
題
の
準
拠
法
所
属
国
法
上
純
内
国
的
関
係
と
認
め
ら
れ
れ
ば
そ
の
準
拠
法
所

属
国
の
実
質
法
に
よ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
法
律
関
係
が
渉
外
性
を
有
し
、
相
続
と
は
独
立
の
単
位
法
律
関

係
を
な
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
先
決
問
題
が
問
題
に
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
、
先
決
間
題
と
し
て
の
身
分
関
係
は
、
あ
く

ま
で
法
廷
地
国
際
私
法
か
ら
み
れ
ば
、
一
旦
本
問
題
の
準
拠
法
所
属
国
の
法
秩
序
に
委
ね
た
問
題
な
の
で
あ
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

拠
法
所
属
国
の
国
際
私
法
に
よ
る
べ
き
法
律
関
係
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
法
廷
地
国
際
私
法
の
立
場
か
ら
規
律
す
る
こ

と
も
不
可
能
で
は
な
い
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
そ
れ
は
例
外
的
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ

と
、
あ
る
法
律
関
係
が
独
立
に
問
題
に
な
っ
た
場
合
と
先
決
問
題
と
し
て
問
題
と
な
っ
た
場
合
で
準
拠
法
が
異
な
る
場
合
が
生
じ
、
訴

訟
の
仕
方
で
結
論
が
異
な
る
こ
と
に
な
り
、
妥
当
で
な
い
と
す
る
批
判
が
あ
る
。
し
か
し
、
異
な
る
法
秩
序
の
視
点
か
ら
同
一
の
事
実

を
判
断
す
れ
ば
異
な
る
結
果
が
生
じ
る
こ
と
は
、
国
際
私
法
の
観
点
か
ら
み
て
何
ら
異
常
な
こ
と
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
あ
る
事
実
関

係
を
ど
の
よ
う
な
法
秩
序
か
ら
ど
の
よ
う
な
法
律
関
係
と
み
る
か
で
あ
っ
て
、
結
論
が
異
な
る
こ
と
は
必
ず
し
も
背
理
で
は
な
い
の
で

　
（
7
9
V

あ
る
。

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

　
②
準
拠
法
説
を
と
る
か
、
法
廷
地
法
説
を
と
る
か
結
論
が
異
な
り
う
る
若
干
の
事
例

　
真
の
意
味
で
先
決
間
題
と
い
う
た
め
に
は
、
本
問
題
で
あ
る
相
続
準
拠
法
が
外
国
法
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
外
国
の
国
際
私

法
が
結
果
的
に
日
本
法
と
異
な
る
法
を
準
拠
法
と
し
て
適
用
し
、
か
つ
、
指
定
さ
れ
た
準
拠
法
の
内
容
が
異
な
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
の
先
決
問
題
が
そ
も
そ
も
本
稿
で
考
察
す
る
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
生
じ
る
か
、
で
あ
る
。
被
相

続
人
の
本
国
法
が
中
国
法
や
北
朝
鮮
法
で
あ
る
場
合
に
、
日
本
に
所
在
す
る
不
動
産
の
相
続
に
つ
い
て
は
日
本
法
へ
の
反
致
が
成
立

し
、
日
本
に
所
在
す
る
動
産
の
相
続
に
つ
い
て
は
被
相
続
人
が
死
亡
当
時
日
本
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
の
み
先
決
問
題
が

生
じ
得
る
。
被
相
続
人
の
本
国
法
が
韓
国
法
や
台
湾
法
で
あ
る
場
合
に
は
、
反
致
が
生
じ
な
い
の
で
先
決
問
題
が
生
じ
得
る
が
、
国
際

私
法
の
規
定
が
類
似
し
て
お
り
、
先
決
問
題
に
適
用
さ
れ
る
法
が
結
果
的
に
み
て
同
一
で
あ
れ
ば
、
先
決
問
題
が
生
じ
な
い
こ
と
に
な

る
。　

以
下
、
先
決
問
題
が
生
じ
る
若
干
の
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ω
　
日
本
に
居
住
す
る
日
本
人
A
女
と
台
湾
法
を
本
国
法
と
す
る
中
国
人
B
男
が
日
本
で
二
人
以
上
の
証
人
立
会
の
も
と
で
の
公
開
の

　
儀
式
に
よ
り
婚
姻
し
た
場
合
に
、
日
本
に
所
在
す
る
B
男
の
不
動
産
の
相
続
に
つ
き
A
女
は
配
偶
者
と
い
え
る
か
？
こ
れ
は
、
東
京
地

　
裁
昭
和
四
八
年
四
月
二
六
日
の
事
例
と
類
似
す
る
、
婚
姻
の
方
式
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
相
続
準
拠
法
で
あ
る
台
湾
民
法
一
一
四

　
四
条
は
配
偶
者
の
相
続
権
を
認
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
A
女
は
B
男
の
配
偶
者
で
あ
る
か
ど
う
か
が
相
続
の
前
提
問
題
と
し
て
問
題

　
と
な
る
。
A
女
と
B
男
の
婚
姻
は
、
国
籍
を
異
に
す
る
者
の
問
の
婚
姻
で
あ
る
か
ら
、
渉
外
性
を
持
つ
。
相
続
準
拠
法
所
属
法
域
で

　
あ
る
台
湾
の
渉
外
民
事
法
律
適
用
法
一
一
条
一
項
但
書
に
よ
る
と
、
婚
姻
の
方
式
は
当
事
者
の
何
れ
か
一
方
の
本
国
法
に
よ
る
か
、

　
挙
行
地
法
に
よ
れ
ば
有
効
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
の
婚
姻
は
B
男
の
本
国
法
で
あ
る
台
湾
民
法
九
八
二
条
一
項
に
よ
り
方
式
上
有
効



　
と
さ
れ
る
か
ら
、
A
女
は
B
男
の
配
偶
者
と
認
め
ら
れ
、
相
続
人
と
な
る
。
こ
れ
が
準
拠
法
説
に
よ
る
結
論
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

　
し
、
法
廷
地
法
説
に
よ
れ
ば
、
A
女
が
日
本
人
で
あ
り
、
日
本
で
挙
行
さ
れ
た
婚
姻
に
関
す
る
か
ら
、
法
例
一
三
条
三
項
但
書
の
適

　
用
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
三
条
二
項
に
よ
っ
て
常
に
婚
姻
挙
行
地
法
で
あ
る
日
本
法
に
従
っ
た
方
式
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
方
式

　
を
満
た
し
て
い
な
い
か
ら
、
A
女
は
、
B
男
の
配
偶
者
と
い
え
ず
、
B
男
の
相
続
人
に
な
り
得
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被

　
相
続
人
の
本
国
法
に
お
け
る
配
偶
者
の
決
定
に
つ
い
て
も
常
に
法
廷
地
国
際
私
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ま
で
い
う
理
論
的

　
必
然
性
が
あ
る
か
ど
う
か
は
極
め
て
疑
わ
し
い
。

㈲
　
中
国
法
を
本
国
法
と
す
る
中
国
人
A
男
は
、
一
九
八
七
年
八
月
に
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ニ
ァ
州
で
父
方
の
従
姉
妹
に
当
た
る
韓

　
国
法
を
本
国
法
と
す
る
在
日
韓
国
人
B
女
と
婚
姻
し
た
。
A
男
は
、
一
旦
日
本
に
帰
国
し
た
後
、
上
海
の
日
系
企
業
に
就
職
し
そ
こ
に

　
居
住
し
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
に
上
海
で
病
気
に
よ
り
死
亡
し
た
。
A
男
が
日
本
に
遺
し
た
銀
行
預
金
と
有
価
証
券
の
相
続
が
問
題

　
と
な
っ
た
場
合
に
B
女
は
A
男
の
配
偶
者
と
し
て
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
？
ま
ず
、
準
拠
法
説
に
よ
り
考
え
て
み
る
。
こ
の
相

　
続
の
準
拠
法
は
法
例
二
六
条
に
よ
り
中
国
法
に
な
り
、
中
国
相
続
法
一
〇
条
に
よ
れ
ば
、
配
偶
者
は
第
一
順
位
の
相
続
人
と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
B
女
が
A
男
の
配
偶
者
と
な
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
は
、
外
国
人
と
の
婚
姻
で
あ
る
か
ら
渉
外
性
を
有

　
し
、
A
男
の
相
続
の
先
決
問
題
に
な
る
。
相
続
準
拠
法
所
属
国
で
あ
る
中
国
の
民
法
通
則
｝
四
七
条
に
よ
り
、
こ
の
婚
姻
に
は
婚
姻

　
挙
行
地
法
が
適
用
さ
れ
る
。
婚
姻
挙
行
地
法
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ニ
ァ
州
法
で
は
、
従
兄
妹
同
士
の
婚
姻
も
近
親
婚
と
さ
れ
ず
、
他
の

　
要
件
が
具
備
し
て
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
有
効
な
婚
姻
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
B
女
は
、
A
男
の
配
偶
者
と
し
て
相
続
権
が
認
め

　
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
法
廷
地
法
説
に
よ
れ
ば
、
A
B
間
の
婚
姻
の
実
質
的
成
立
要
件
に
は
、
A
男
に
つ
い
て
は
中
国
法
、
B

　
女
に
つ
い
て
は
韓
国
法
が
適
用
さ
れ
る
。
韓
国
民
法
入
一
五
条
二
号
に
よ
る
と
、
八
親
等
以
内
の
傍
系
血
族
の
関
係
が
あ
る
者
の
間

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
一
一
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

　
の
婚
姻
を
無
効
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
B
女
は
、
A
男
の
配
偶
者
と
は
い
え
ず
、
A
男
の
動
産
の
相
続
人
に
な
り
得
な
い
。

　
し
か
し
、
常
に
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
実
際
上
妥
当
か
ど
う
か
極
め
て
疑
わ
し
い
。

㈲
　
在
日
韓
国
人
A
男
は
、
台
湾
法
を
本
国
法
と
す
る
在
日
中
国
人
B
女
と
の
間
で
一
九
九
〇
年
一
〇
月
に
子
C
が
生
ま
れ
、
B
女
と

　
同
居
し
て
C
を
撫
育
し
た
が
、
認
知
の
手
続
を
と
る
こ
と
な
く
一
九
九
四
年
二
月
交
通
事
故
で
突
然
死
亡
し
た
。
C
の
本
国
法
が
台

　
湾
法
と
な
る
と
す
れ
ば
、
C
は
A
の
遺
産
を
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
？
相
続
準
拠
法
で
あ
る
韓
国
民
法
一
〇
〇
〇
条
一
項
一
号

　
で
嫡
出
、
非
嫡
出
を
問
わ
ず
被
相
続
人
の
直
系
卑
属
が
相
続
人
に
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
C
が
A
男
の
直
系
卑
属
に
当
る

　
か
ど
う
か
は
渉
外
性
を
有
す
る
か
ら
、
A
男
の
相
続
の
先
決
問
題
に
な
る
。
準
拠
法
説
に
よ
れ
ば
、
相
続
準
拠
法
所
属
国
で
あ
る
韓

　
国
の
渉
外
私
法
二
〇
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
A
男
の
本
国
法
で
あ
る
韓
国
民
法
八
五
五
条
の
認
知
が
必
要
に
な
る
。
と
こ
ろ

　
が
、
A
男
に
よ
る
認
知
の
手
続
が
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
認
知
請
求
の
期
間
も
既
に
経
過
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
C
は
、
A
男
の
直
系

　
卑
属
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
相
続
人
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
法
廷
地
法
説
に
よ
れ
ば
、
法
例
一
八
条
二
項
に

　
よ
り
認
知
当
時
の
子
の
本
国
法
で
あ
る
台
湾
民
法
一
〇
六
五
条
一
項
が
適
用
さ
れ
、
撫
育
認
知
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
C
は
、
A
男

　
の
直
系
卑
属
と
な
り
、
A
男
の
相
続
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
法
廷
地
法
説
に
よ
る
方
が
妥
当
な
結
論

　
を
導
け
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
韓
国
で
は
、
現
在
国
際
私
法
の
改
正
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
草
案
に
よ
る
と
、
法
例
一
八

　
条
二
項
と
同
じ
よ
う
に
、
認
知
に
よ
る
親
子
関
係
の
成
立
に
つ
き
認
知
当
時
の
子
の
本
国
法
に
よ
る
こ
と
も
で
き
る
規
定
が
あ
り
、

　
こ
の
よ
う
な
改
正
が
行
わ
れ
れ
ば
、
こ
こ
で
挙
げ
た
例
は
、
真
の
意
味
で
の
先
決
問
題
で
は
な
く
な
る
。

　
以
上
の
例
は
あ
く
ま
で
わ
た
く
し
が
起
こ
り
そ
う
と
考
え
た
も
の
の
若
干
の
例
示
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
が
こ
こ
で
い

い
た
い
の
は
、
本
稿
で
扱
う
よ
う
な
最
も
生
じ
そ
う
な
国
際
相
続
問
題
の
範
囲
内
で
考
え
て
も
、
実
際
上
先
決
間
題
を
考
え
る
必
要
が



あ
り
、
こ
れ
が
妥
当
な
結
論
を
導
く
た
め
の
法
理
論
と
し
て
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
⑤
法
例
三
三
条
の
公
序
に
よ
っ
て
本
国
法
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
可
能
性

　
被
相
続
人
の
本
国
法
が
中
国
法
や
北
朝
鮮
法
で
あ
る
場
合
に
は
、
社
会
主
義
経
済
体
制
を
採
る
国
の
相
続
法
と
し
て
日
本
の
相
続
法

の
内
容
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
、
反
致
が
認
め
ら
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
相
続
法
を
そ
の
ま
ま
在
日
の

人
々
の
相
続
に
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、
公
序
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
法
の
適
用
を
排
除
す
べ
き
事
例
は
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え

ば
、
北
朝
鮮
法
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
わ
た
く
し
の
よ
う
に
北
朝
鮮
家
族
法
付
帯
決
議
第
二
項
に
抵
触
法
的
意
義
を
認
め
て
、
日
本
法

へ
反
致
す
る
と
み
て
も
、
家
族
法
施
行
時
で
あ
る
一
九
九
〇
年
一
二
月
一
日
以
前
に
開
始
し
た
相
続
に
つ
い
て
は
在
日
朝
鮮
人
の
日
本

に
有
す
る
財
産
の
相
続
に
つ
き
反
致
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
付
帯
決
議
第
二
項
に
よ
る
反
致
を
認
め
な
い
と
す
れ
ば
、
北
朝
鮮

対
外
民
事
関
係
法
が
施
行
さ
れ
た
一
九
九
五
年
九
月
六
日
以
前
に
開
始
し
た
在
日
朝
鮮
人
の
日
本
に
有
す
る
財
産
の
相
続
に
つ
き
家
族

法
に
規
定
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
日
本
に
所
在
す
る
土
地
そ
の
他
の
不
動

産
に
つ
い
て
は
相
続
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
動
産
に
つ
い
て
も
相
続
財
産
の
範
囲
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
阻
止
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
法
例
三
三
条
の
公
序
に
よ
り
、
本
国
法
の
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
被
相
続
人
が
中
国
法
や
北
朝

鮮
法
か
ら
み
て
日
本
に
住
所
を
有
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
日
本
に
所
在
す
る
動
産
の
相
続
に
つ
い
て
は
反
致
が
認
め
ら
れ

ず
、
本
国
法
が
準
拠
法
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
中
国
人
の
日
本
に
所
在
す
る
動
産
が
債
務
過
多
に
陥
り
、
完
済
不
能
の
状

態
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
中
国
相
続
法
一
四
条
に
よ
っ
て
被
相
続
人
の
扶
養
を
受
け
て
い
た
生
活
の
基
盤
の
な
い
者
が
遺
産
の
分
与
を

求
め
た
場
合
に
は
、
中
国
法
に
よ
る
と
適
当
な
遺
産
を
分
与
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
中
国
法
の
適
用
は
公
序
に
よ
っ
て
排

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

除
さ
れ
る
場
合
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

　
被
相
続
人
の
本
国
法
が
韓
国
法
や
台
湾
法
で
あ
る
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
現
行
法
を
前
提
と
す
る
限
り
は
、
公
序
が
問
題
に
な
る

場
合
は
稀
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
台
湾
法
が
相
続
準
拠
法
に
な
る
場
合
に
は
、
配
偶
者
は
被
相
続
人
の
直
系
卑
属
と
と
も
に
均
等
な

相
続
分
し
か
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
被
相
続
人
に
嫡
出
子
の
他
、
非
嫡
出
子
や
養
子
を
含
め
て
直
系
卑
属
が
が
多
い
と
き
は
、
配
偶
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
81
）

の
相
続
分
は
少
な
く
な
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
公
序
が
問
題
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
夫
婦
が
婚
姻
中
に
取
得
し
た

財
産
の
半
分
が
配
偶
者
の
財
産
と
さ
れ
、
残
り
の
財
産
の
み
が
相
続
財
産
と
な
る
と
解
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
単
純
に
相
続
分
の
み
を
み

て
公
序
に
反
す
る
結
果
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
相
続
人
不
存
在
の
場
合
に
お
け
る
特
別
縁
故
者
の
問
題
を
相
続
準

拠
法
に
よ
る
べ
き
問
題
と
み
る
と
す
れ
ば
、
被
相
続
人
の
本
国
法
が
台
湾
法
で
あ
る
場
合
に
は
特
別
縁
故
者
の
制
度
が
な
い
か
ら
、
公

序
に
関
す
る
法
例
三
三
条
の
適
用
が
問
題
と
な
り
得
る
。

（
5
3
）
　
木
棚
・
前
掲
論
文
六
一
五
頁
か
ら
六
二
五
頁
参
照
。
一
国
構
成
を
採
る
か
、
一
一
国
構
成
を
採
る
か
に
か
か
わ
っ
て
、
韓
国
・
朝
鮮
に
つ
い
て
は
二
国

構
成
で
捉
え
、
中
国
・
台
湾
に
つ
い
て
は
一
国
構
成
で
捉
え
る
べ
き
と
す
る
見
解
の
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
国
際
私
法
的
に
み
れ
ば
、
こ
の

　
よ
う
に
区
別
す
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
5
4
）
　
木
棚
・
前
掲
注
（
1
）
書
三
七
〇
頁
参
照
。

（
5
5
）
　
木
棚
・
前
掲
注
（
1
）
書
三
七
二
頁
注
（
9
）
参
照
。

（
5
6
）
　
し
か
し
、
条
理
と
い
う
以
上
、
よ
り
柔
軟
な
解
決
を
示
す
原
則
を
発
展
さ
せ
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
、
木
棚
・
前
掲
注
（
1
）
書
三
七
三
頁
注

　
（
n
）
参
照
。

（
5
7
）
　
田
中
徹
・
渉
外
判
例
研
究
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
入
一
二
号
一
三
七
頁
、
平
塚
真
・
判
例
解
説
『
渉
外
判
例
百
選
［
増
補
版
］
』
（
有
斐
閣
、
一
九
七
六
年
）

　
一
五
一
頁
等
参
照
。

（
58
）
　
木
棚
・
前
掲
注
（
1
）
書
二
九
〇
頁
以
下
参
照
。



（
5
9
）
　
木
棚
照
一
「
日
本
の
国
際
私
法
か
ら
み
た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
家
族
法
の
問
題
点
」
定
住
外
国
人
と
家
族
法
研
究
会
編
『
定
住
外
国
人
と
家

族
法
W
』
（
自
主
出
版
、
一
九
九
三
年
）
三
八
頁
以
下
、
と
り
わ
け
、
六
二
頁
以
下
参
照
。

（
6
0
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
二
三
か
ら
二
四
日
の
定
住
外
国
人
と
家
族
法
研
究
会
に
お
け
る
大
内
憲
昭
教
授
の
レ
ジ
ュ
メ
を
参
照
し

　
た
。

（
6
1
）
　
韓
徳
培
主
筆
、
中
国
国
際
私
法
学
会
編
『
中
華
人
民
共
和
国
国
際
私
法
示
範
法
（
第
六
稿
）
』
（
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
62
）
　
欧
竜
雲
「
中
国
に
お
け
る
国
際
私
法
－
序
説
」
『
北
海
学
園
大
学
法
学
部
三
〇
周
年
記
念
論
文
集
転
換
期
の
法
学
・
政
治
学
』
（
一
九
九
六
年
）
一

〇
〇
頁
参
照
。

（
6
3
）
　
山
田
鎮
一
『
国
際
私
法
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
年
）
四
五
九
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
ド
イ
ツ
類
似
の
立
場
を
採
る
も
の
と
し
て
、
い
　
薫
●

＝
＆
Φ
ヨ
き
p
N
霞
ω
Φ
ご
且
一
琶
鵬
号
ω
卜
霧
℃
ε
魯
部
亀
霞
一
一
9
箒
一
一
ω
①
茜
普
N
§
閃
ぎ
巨
Φ
旨
豊
8
巴
窪
ギ
一
轟
霞
①
。
算
8
N
田
（
呂
Φ
ヨ
Φ
鴇
『
）
N
N
節

　
漣
o
。
採
（
這
富
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
ド
イ
ツ
で
も
支
持
さ
れ
て
い
な
い
。
く
瞥
い
蜜
①
蔓
F
U
R
勺
強
魯
ヰ
亀
首
8
暮
の
9
Φ
づ
凶
暮
R
・

　轟自8巴g汐一

毒
q
Φ
9
け
仁
暮
R
ω
の
呂
畠
ω
8
辟
一
讐
轟
α
①
ω
窪
ω
一
9
象
ω
畠
窪
菊
①
o
算
ω
（
一
3
ω
）
ω
。
一
“
O

（
6
4
）
　
東
広
島
法
務
研
究
会
『
実
務
相
続
登
記
法
』
（
日
本
加
除
出
版
、
一
九
九
六
年
）
一
七
八
頁
以
下
参
照
。

（
6
5
）
　
前
章
で
み
た
相
続
実
質
法
と
の
関
係
で
よ
り
具
体
的
に
み
れ
ば
、
社
会
主
義
経
済
体
制
を
採
る
中
国
と
北
朝
鮮
で
は
、
相
続
財
産
の
範
囲
が
か
な

　
り
、
あ
る
い
は
、
極
端
に
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
遺
産
債
務
の
承
継
に
つ
き
積
極
財
産
を
限
度
と
す
る
有
限
責
任
と
し
な
が
ら
、
遺
産
の
管
理
・
清
算

制
度
が
完
備
し
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
中
国
に
つ
い
て
は
、
法
定
相
続
人
以
外
に
、
被
相
続
人
の
扶
養
に
頼
っ
て
い
た
労
働
能
力
に
欠
け
る
者
な
ど
に

　
相
続
を
認
め
、
遺
産
が
完
済
不
能
の
場
合
す
ら
あ
る
程
度
の
遺
産
を
分
与
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
な
ど
、
日
本
に
あ
る
財
産
に
つ
い
て
そ
の
ま
ま
適

　
用
で
き
な
い
よ
う
な
性
質
の
規
定
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
社
会
経
済
体
制
の
相
違
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
反
致
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
不

　
都
合
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
6
6
）
　
池
原
季
雄
『
国
際
私
法
（
総
論
）
［
法
律
学
全
集
］
』
（
有
斐
閣
、
一
九
七
三
年
）
二
一
六
頁
、
山
田
錬
一
『
国
際
私
法
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
）

　
七
一
頁
等
参
照
。

（
6
7
）
　
桜
田
嘉
章
・
判
例
解
説
、
渉
外
判
例
百
選
［
第
三
版
］
二
頁
参
照
。

（
68
）
　
木
棚
照
一
・
前
掲
注
（
2
9
）
論
文
五
一
頁
以
下
参
照
。

（
6
9
）
　
陳
宇
澄
・
本
件
判
例
研
究
、
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
一
六
三
号
三
九
〇
頁
参
照
。

　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
一
一
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

（
7
0
）
　
陳
宇
澄
・
前
掲
判
例
研
究
三
九
一
頁
参
照
。

（
71
）
　
池
原
季
雄
・
前
掲
注
（
6
6
）
書
二
七
八
頁
、
山
田
錬
一
・
前
掲
注
（
六
六
）
書
一
四
七
頁
、
澤
木
敬
郎
『
国
際
私
法
入
門
［
第
三
版
］
』
（
有
斐
閣
、

　
一
九
九
〇
年
）
七
一
頁
等
参
照
。

（
7
2
）
　
木
棚
照
一
口
松
岡
博
ほ
渡
辺
慢
之
『
国
際
私
法
概
論
［
第
三
版
］
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
〔
初
版
・
一
九
八
五
年
〕
）
七
六
頁
参
照
。
と
く
に
、

先
行
問
題
や
部
分
問
題
が
、
先
決
問
題
と
区
別
さ
れ
、
法
廷
地
国
際
私
法
に
よ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
こ
と
は
わ
た
く
し
の
よ
う
な
見
解
か
ら
は
重
要
と
な

　
る
。
な
お
、
例
外
を
認
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
異
な
る
が
、
原
則
に
つ
い
て
は
わ
た
く
し
と
同
様
に
解
す
る
見
解
と
し
て
、
妹
場
準
一
「
先
決
問
題
は
ど

　
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
か
」
『
問
答
式
　
国
際
家
族
法
の
実
務
』
（
新
日
本
法
規
、
一
九
八
七
年
）
一
七
九
四
頁
参
照
。

（
7
3
）
　
道
垣
内
正
人
『
ポ
イ
ン
ト
国
際
私
法
・
総
論
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
）
二
二
〇
頁
以
下
参
照
。

（
74
）
　
民
集
五
四
巻
一
号
九
頁
　
な
お
、
本
件
判
決
の
事
実
関
係
等
を
簡
明
に
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
大
村
芳
明
・
判
例
解
説
『
平
成
一
一
年
度
重
要
判
例

解
説
』
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
七
九
号
二
九
七
頁
以
下
、
松
岡
博
・
判
例
評
論
、
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
ニ
ニ
号
一
三
八
頁
以
下
参
照
。

（
7
5
）
　
民
集
五
四
巻
一
号
五
一
頁
参
照
。

（
7
6
）
　
こ
の
点
で
参
考
と
な
る
の
は
、
桜
田
嘉
章
訳
『
パ
ウ
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ノ
イ
ハ
ウ
ス
　
国
際
私
法
の
基
礎
理
論
』
（
成
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）

三
五
五
頁
で
あ
る
。
ノ
イ
ハ
ウ
ス
は
、
先
決
問
題
の
三
つ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
本
問
題
に
外
国
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
外
国
の
抵
触
法
が
法
廷

地
の
こ
れ
と
対
応
す
る
抵
触
規
定
と
別
の
法
秩
序
を
結
果
と
し
て
適
用
す
る
こ
と
、
考
慮
さ
れ
る
両
法
秩
序
に
内
容
的
に
も
相
違
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

（
7
7
）
　
道
垣
内
正
人
「
国
際
私
法
判
例
の
動
き
」
前
掲
注
（
7
4
）
重
判
解
説
二
九
三
頁
参
照
。

（
7
8
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
桜
田
嘉
章
訳
・
前
掲
（
7
6
）
書
三
五
四
頁
、
佐
藤
や
よ
ひ
「
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
の
先
決
問
題
理
論
と
そ
の
国
際
私
法
理
論
」
甲

南
法
学
四
〇
巻
三
H
四
号
二
四
〇
頁
等
参
照
。

（
7
9
）
　
桜
田
訳
・
前
掲
書
三
五
七
頁
参
照
。

（
8
0
）
　
道
垣
内
教
授
が
先
決
間
題
は
存
在
し
な
い
と
さ
れ
る
の
は
、
従
来
の
国
際
私
法
理
論
を
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
大
胆
に
見
直
し

　
て
、
国
際
私
法
理
論
の
単
純
化
、
明
確
化
を
は
か
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
自
体
は
評
価
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
厳
密
な
概
念
的
区
別
を
ど
こ
ま
で
行
う
か
、
ま
た
、
妥
当
な
結
論
を
導
く
た
め
の
理
論
枠
組
と
し
て
の
適

　
格
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
と
る
か
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
、
わ
た
く
し
の
見
解
が
道
垣
内
教
授
と
異
な
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ



　る。

（
81
）
　
神
戸
家
裁
平
成
六
年
三
月
二
五
日
審
判
、
家
裁
月
報
四
七
巻
八
号
五
九
頁
は
、
台
湾
法
を
本
国
法
と
す
る
被
相
続
人
の
財
産
の
相
続
に
つ
き
、
妻
の

他
五
人
の
子
が
い
る
の
で
、
妻
の
相
続
分
が
六
分
の
一
と
な
り
、
日
本
法
上
の
配
偶
相
続
分
で
あ
る
二
分
の
一
と
比
べ
て
余
り
に
も
不
当
な
結
果
と
な

り
、
法
例
三
三
条
に
よ
り
本
国
法
の
適
用
を
排
除
す
べ
き
と
す
る
主
張
を
し
り
ぞ
け
た
。
三
井
哲
夫
教
授
は
、
法
例
三
三
条
が
適
用
結
果
を
問
題
に
す
る

　と

す
れ
ば
、
日
本
法
上
の
妻
の
遺
留
分
で
あ
る
四
分
の
一
に
足
り
な
い
場
合
に
は
公
序
に
反
し
得
る
と
さ
れ
て
い
る
（
三
井
・
判
例
分
析
、
民
商
法
雑
誌

　
二
五
号
一
号
一
一
一
頁
）
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
相
続
分
だ
け
で
は
な
く
、
相
続
財
産
の
決
定
と
の
関
わ
り
で
夫
婦
財
産
制
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ

　る。

四
　
結
び
に
代
え
て

　
こ
れ
ま
で
、
主
と
し
て
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
お
よ
び
在
日
中
国
・
台
湾
人
の
日
本
に
所
在
す
る
財
産
の
相
続
を
念
頭
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
質
法
の
特
徴
を
六
点
に
わ
た
り
概
観
し
た
う
え
で
、
国
際
私
法
上
生
じ
得
る
問
題
点
を
考
察
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
紙

面
や
時
間
、
能
力
の
制
約
も
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
十
分
に
書
き
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
意
義

と
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
び
に
代
え
た
い
と
考
え
る
。

　
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
、
在
日
中
国
・
台
湾
人
の
相
続
問
題
は
、
古
く
か
ら
も
っ
と
も
多
く
生
じ
た
渉
外
的
相
続
問
題
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
問
題
を
本
格
的
に
検
討
す
る
の
は
な
か
な
か
困
難
な
点
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
本
国
は
も
と
も
と
日
本
と
同
じ
漢

字
文
化
圏
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
独
自
の
文
字
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
韓
国
語
、
中
国
語
に
通
じ
て
い
な
け
れ

ば
専
門
書
を
読
む
の
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
の
中
に
は
日
本
が
未
だ
国
交
を
も
た
ず
、
法
の
内
容
に
つ
い
て
も

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
　
早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

公
表
さ
れ
ず
、
ど
の
よ
う
な
法
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
も
困
難
な
「
近
く
て
遠
い
国
」
北
朝
鮮
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
法
例
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
本
国
法
と
し
て
北
朝
鮮
法
を
適
用
す
べ
き
な
の
に
、
本
国
法
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
と
し

　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

て
請
求
を
棄
却
し
た
り
、
民
族
的
に
近
似
す
る
国
で
あ
る
韓
国
の
法
や
法
廷
地
で
あ
る
日
本
の
法
を
適
用
し
た
判
例
が
み
ら
れ
た
。
し

か
し
、
こ
の
点
は
北
朝
鮮
の
一
九
九
〇
年
の
民
法
、
家
族
法
の
制
定
、
一
九
九
五
年
の
対
外
民
事
関
係
法
の
制
定
な
ど
に
よ
っ
て
大
き

く
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
法
は
わ
が
国
で
も
既
に
翻
訳
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
研
究
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で

（
8
4
）

あ
る
。
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
北
の
対
話
も
大
き
く
進
展
し
た
。
現
在
の
段
階
で
在
日
の
人
々
の
相
続
問
題
を
で
き
る
限
り
全
体
的
に

論
じ
、
ま
と
め
て
み
る
こ
と
が
た
ん
に
実
務
的
必
要
性
の
観
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
に
お
け
る
国
際
私
法
学
の
あ
り
方
か
ら
み

て
も
重
要
な
課
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
と
は
い
え
、
実
際
に
は
こ
の
問
題
を
国
際
私
法
学
者
が
研
究
す
る
場
合
に
、
困
難
な
間
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
相
続
の
先
決
問
題
に
関
し
準
拠
法
説
を
基
本
と
し
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
筆
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
た
と
え
ば
、
中
国
の
国
際

私
法
原
則
を
定
め
る
民
法
通
則
等
の
法
源
に
は
親
子
に
関
す
る
規
定
が
存
在
せ
ず
、
そ
れ
に
関
す
る
原
則
を
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
容

易
で
は
な
い
。
ま
た
、
韓
国
や
台
湾
の
現
行
国
際
私
法
規
定
に
は
、
北
朝
鮮
家
族
法
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
認
知
主
義
に
よ
ら
な
い
非
嫡

出
親
子
関
係
に
関
す
る
規
定
が
欠
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
研
究
を
深
め
、
制
定
法
以
外
の
第
二
次
法
源
を
研
究
す
れ
ば
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

ら
か
に
で
き
る
と
一
般
的
に
は
い
え
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
そ
の
側
面
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
国
で
は
、
日
本
で

問
題
と
な
る
よ
う
な
在
日
の
人
々
の
相
続
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
現
実
的
課
題
が
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
が
余
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
諸
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）

中
で
も
、
韓
国
の
よ
う
に
家
族
法
お
よ
び
国
際
私
法
の
改
正
作
業
中
か
、
現
時
点
で
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
国
が
あ



り
、
中
国
の
よ
う
に
国
際
私
法
の
改
正
作
業
中
の
国
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
改
正
法
が
で
き
れ
ば
、
直
ち
に
修
正
、
補

充
が
必
要
に
な
る
問
題
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
点
で
限
界
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
も
っ
と
も
、

た
と
え
法
改
正
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
既
に
言
及
し
た
時
際
法
と
の
関
係
で
そ
の
部
分
が
全
く
無
意
義
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら

に
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
、
在
日
中
国
・
台
湾
人
の
問
題
を
扱
う
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
法
的
地
位
に
関
す
る
歴
史
的
な
考

察
や
本
国
法
の
決
定
に
関
す
る
議
論
を
殆
ど
扱
っ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
は
重
複
を
避
け
る
た
め
で
は
あ
る
が
、
前
稿
は
在
日
中
国
・
台

湾
人
の
問
題
を
直
接
扱
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
こ
の
問
題
も
含
め
て
全
体
と
し
て
本
格
的
に
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
わ
た
く
し
が
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
を
め
ぐ
る
家
族
法
・
相
続
法
の
問
題
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
五
年
余
前
に
在

日
の
司
法
書
士
を
中
心
と
す
る
「
定
住
外
国
人
と
家
族
法
研
究
会
」
の
人
々
と
出
会
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
会
と
の
出
会
の

中
で
、
国
際
私
法
の
考
え
方
を
実
務
上
生
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
実
質
法
に
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
具
体
的
に
展
開
し
て
い
く
必
要
が

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
本
稿
で
も
で
き
る
限
り
具
体
的
に
議
論
す
る
た
め
に
、
各
国
の
実
質
法
の
概
観
か
ら
始
め
た
。
わ
た
く
し
に

は
、
語
学
上
の
問
題
が
あ
り
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
国
の
実
質
法
に
つ
い
て
は
全
く
の
素
人
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
間
題
を
扱
う
こ

と
は
か
な
り
の
冒
険
で
あ
る
。
前
述
の
研
究
会
で
得
た
知
識
の
他
、
こ
れ
ら
の
諸
国
の
学
者
と
の
あ
る
程
度
交
流
が
可
能
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
諸
国
か
ら
の
留
学
生
も
わ
た
く
し
の
周
辺
に
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
協
力
が
な
け
れ
ば
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
不
十
分
な
点
が
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
が
、
思
わ
ぬ
過
誤
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
お
そ
れ
て
い
る
。

種
々
ご
指
摘
を
受
け
て
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
（
82
）
　
た
と
え
ば
、
静
岡
地
裁
昭
和
四
六
年
二
月
一
二
日
判
決
、
下
級
民
集
二
二
巻
一
匪
二
号
一
六
〇
頁
以
下
参
照
。

　
　
　
韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



早
法
七
六
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
）

五
〇

（
8
3
）
　
韓
国
法
を
適
用
し
た
判
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
福
岡
地
裁
昭
和
三
三
年
一
月
一
四
日
判
決
、
下
級
民
集
九
巻
一
号
一
頁
、
大
阪
地
裁
昭
和
三
九

年
三
月
一
七
日
判
決
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
六
二
号
一
九
七
頁
が
あ
り
、
日
本
法
を
適
用
し
た
判
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
京
都
地
裁
昭
和
六
二
年
九
月

三
〇
日
判
決
、
判
例
時
報
二
七
五
号
一
〇
七
頁
が
あ
っ
た
。

（
8
4
）
　
民
法
、
家
族
法
に
つ
い
て
は
、
大
内
・
前
掲
注
（
B
）
書
二
八
七
頁
、
三
九
一
頁
、
在
日
本
朝
鮮
民
主
法
律
家
協
会
訳
編
『
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
の
民
法
、
家
族
法
』
（
在
日
本
朝
鮮
民
主
法
律
家
協
会
、
一
九
九
一
年
）
等
、
対
外
民
事
関
係
法
に
つ
い
て
は
、
月
刊
朝
鮮
資
料
一
九
九
六
年
一
号

三
〇
頁
以
下
、
そ
の
修
正
同
誌
二
号
六
四
頁
以
下
、
木
棚
照
一
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
対
外
民
事
関
係
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
立
命
館
法

学
二
四
九
号
一
二
二
九
頁
以
下
、
と
く
に
一
二
四
三
頁
以
下
の
資
料
等
参
照
。
そ
の
解
説
に
つ
い
て
も
、
大
内
・
前
掲
書
一
八
九
頁
以
下
、
崔
達
坤
・
前

　掲注

（
4
0
）
書
、
大
内
憲
昭
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
国
籍
法
・
対
外
民
事
関
係
法
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
関
東
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
九
〇

号
一
三
五
頁
以
下
等
が
あ
る
。

（
8
5
）
　
た
と
え
ば
、
中
国
の
国
際
私
法
示
範
法
（
第
六
稿
）
一
三
五
条
に
よ
る
と
、
父
母
と
子
女
と
の
身
分
関
係
に
つ
い
て
は
、
共
通
住
所
地
法
を
適
用
す

　
る
か
、
ま
た
は
、
当
事
者
の
一
方
の
本
国
法
、
住
所
地
法
、
常
居
所
地
法
の
う
ち
弱
者
保
護
に
最
も
有
利
な
法
を
適
用
す
る
、
と
し
て
い
る
の
で
（
韓
徳

　
梧
編
・
前
掲
書
三
一
頁
、
七
七
頁
参
照
）
、
こ
の
点
に
関
す
る
現
在
の
中
国
の
有
力
な
見
解
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
8
6
）
　
九
章
六
二
箇
条
か
ら
な
る
国
際
私
法
草
案
が
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
に
法
務
部
か
ら
公
表
さ
れ
、
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
相
続
に
関
す
る
四
九
条

　
で
は
、
一
項
で
相
続
は
死
亡
当
時
の
被
相
続
人
の
本
国
法
に
よ
る
、
と
し
な
が
ら
、
一
一
項
で
被
相
続
人
が
遺
言
に
適
用
さ
れ
る
方
式
に
よ
っ
て
、
指
定
当

時
の
被
相
続
人
の
常
居
所
地
法
、
不
動
産
に
関
し
て
は
そ
の
不
動
産
所
在
地
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
、
但
し
、
被
相
続
人
が
死
亡
当
時
そ

　
の
国
に
常
居
所
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
指
定
の
効
力
は
生
じ
な
い
、
と
す
る
。

（
8
7
）
　
こ
の
研
究
会
の
成
果
は
、
近
く
わ
た
く
し
の
監
修
の
も
と
で
日
本
評
論
社
か
ら
『
在
日
の
家
族
法
Q
＆
A
』
と
し
て
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
8
8
）
　
韓
国
法
・
北
朝
鮮
法
に
つ
い
て
は
、
崔
達
坤
先
生
、
台
湾
法
に
つ
い
て
は
、
台
湾
政
治
大
学
教
授
林
秀
雄
先
生
に
ご
教
示
を
受
け
た
り
、
資
料
を
収

集
し
て
頂
い
た
。
ま
た
、
中
国
法
に
つ
い
て
は
、
夏
雨
、
震
藝
の
お
二
人
の
院
生
に
協
力
し
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
謝
意
を
表
す
る
。

［
後
記
］
　
宮
坂
富
之
助
先
生
、
桜
井
孝
一
先
生
の
古
稀
を
お
祝
い
し
て
本
稿
を
捧
げ
る
こ
と
に
し
た
。
両
先
生
に
は
、
わ
た
く
し
が
早



稲
田
大
学
法
学
部
に
赴
任
以
来
、
種
々
ご
配
慮
、
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
と
り
わ
け
、
宮
坂
先
生
に
は
、
「
国
際
市
場
と
法
に
関
す
る
総

合
研
究
」
（
早
稲
田
大
学
一
九
九
八
・
九
九
年
度
特
定
研
究
（
共
同
）
）
に
関
す
る
研
究
会
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
本
来
こ
の
研
究
会

の
成
果
を
論
文
と
し
て
捧
げ
る
べ
き
と
考
え
た
が
、
本
稿
で
赦
し
て
頂
く
こ
と
に
し
た
。
先
生
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近

隣
諸
国
と
の
新
た
な
協
力
・
協
働
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
直
接
先
生
と
接
点
を
持
つ
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
問
題
意
識
に
お
い
て
間
接
的
に
か
か
わ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
は
、
早
稲
田
大
学
一
九
九
九
年
度
特
定
課
題
研
究
助
成
費
を
受
け
た
「
国
際
相
続
法
の
研
究
！
中
国
。
台
湾
、
韓

国
・
北
朝
鮮
を
中
心
に
　
　
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

韓
国
・
北
朝
鮮
、
中
国
・
台
湾
を
本
国
と
す
る
者
の
相
続
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
木
棚
）

五
一


